
第40回放射化学討論会

第40回記念・放射能発見100年記念

木村健二郎先生ご生誕100年記念

記金輩主主

10月23日(水) 14:00 -17:55 

[C会場(生物科学研究棟鈴木梅太郎ホール)]

放射化学領域における木村健二郎博士の業績

(理研名誉研究員・東京大名誉教授)斎藤信房

木村健二郎一時代と生涯 (青山学院大理工)木村・幹

ビキニの灰から宇宙核化学へ (東京大名誉教授)本田雅健

不足当量法の創始と発展 (石巻専修大)鈴木信男

NEETとは何か? (神戸女子大)音在靖輝

畳盟輩主主

10月22日(火) 13:40 -14:30 

[C会場(生物科学研究棟鈴木梅太郎ホール)]

RIビームファクトリーでのRI新利用 (理研)谷畑勇夫

10月24日(木) 13:40 -14:30 

[C会場(生物科学研究棟鈴木梅太郎ホール)]

Current Status and Progresses of Radiochemistry in China 

(Peking Univ.) Yuanfang Liu 



一般講演

[核反応]

プログ l ラム

一般講演 20分(講演 15分、討論 5分)

ポスター発表に付随する短時間口頭発表 2分

0印は連名の場合の登壇者

第 1日 10月22日(火)

午前 (9:15-12:25) 

[A会場(仁科記念棟仁科ホール)J

座長 篠原厚 (9:15 -10:15) 

1A01 アクチノイドの低エネルギー核分裂における二つの変形経路と質量分割モードとの関連

(原研・都立大理1・東大理2・東北大核理研3.新潟大理4・金沢大理人阪大理6.Ha.Ilym 

Unlv乃O永目論一郎・西中一朗・塚田和明・大浦泰嗣・市川進一・池添 博・越宇亮1.

末木啓介1・中原弘道1.谷川勝至2・大槻 勤戸・工藤久昭4・浜島靖典5・高官幸一人

中西潔6・井上質和6・J馬場宏6• Y.H. Chung7 

1A02 23~刀l+pにおける核分裂生成物の角運動量

保町潟大理・東北大サイクロ*)c職藤真一・安田健一郎・加治大哉・工藤久昭・藤岡学*・

篠塚勉*・藤田正広*・渡部あい*

1A03 Complete and lncomplete fuslon flsslon at the energy range near-and sub-coulomb barrler 

C都立大理1・原研2・東大理う O趨 字亮1・末木啓介1・中原弘道1・永田諭一郎2・西中一朗人

塚田和明2・谷川勝至3

座長 三浦太一 (10:15 -11:15) 

1A04 制動放射による23SU光核分裂と核相転移

(阪大理・原研・金沢大理・東北大核理研)0馬場 宏・高橋成人・横山明彦・山口貴行・

矢野大作・斎藤直・白数言11子・浜島靖典・大槻勤・桝本和義

1A05 238U +12C反応系の速い核分裂機構と質量拡散過程の二重性

(阪大理)0横山明彦・馬場宏・高橋成人・斎藤直

1A06 23IJ(nth' f)における観測量の相聞について

(阪大理・京大炉)0高宮幸一・井上貴和・横山明彦・高橋成人・斎藤潰・馬場 宏・

中込良広

[殴石・測定・原子炉]

座長 斎藤直 (11:25 -12:25) 

1A07 つくば蹟石中の宇宙線生成核種

(金沢大学URL・国立科学博物館(吋)0小村和久・井上陸夫・山崎誠一・村田祥全・

米田成一例

1A08 ガンマ線エネルギー精密測定におよぽす電子ノイズ波形のひずみ

(熊本大工)岸川俊明

1A09 一化学者から見た高速増殖炉

(名大理)古川路明
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B会場(レーザー研究棟大河内記念ホール)J

[即発7線分析]

座長 海老原充 (9:15 -10:15) 
1B01 中性子即発T線分析におけるマトリックス水素による中性子散乱の影響

(原研東海)0松江秀明・米沢仲四郎

1B02 中性子即発ガンマ線分析法による岩石及び環境標準物質中のホウ素の定量

(原研東海)ORuska Prlma pu凶・ Wich!anRatanatongcha! .米沢仲四郎・松江秀明・

間柄正明

1B03 即発y線分析法による陶磁器の主成分元素の定量

(都立大理・慶大文)0末木啓介・金子護・佐藤渉・中原弘道・宮沢威・森本伊知郎

[ルミネッセンス]

座長 酒井陽一 (10:15 -10:55) 
1B04 白色鉱物粒子試料からの放射線誘起ルミネッセンス特性とその利用

(新潟大理)0須貝紀之・田中美紀・橋本哲夫

1B05 白色鉱物からのルミネッセンス特性を用いた被爆瓦の被熱温度及び被曝線量の見積り

(新潟大理)橋本哲夫・ O片山肇・兼田朋庚

座長 米沢仲四郎 (11:05 -11:45) 

1B06 土器や窯跡・遺物等から観察される熱ルミネッセンス測定による熱履歴推定と年代評価

(新潟大理)橋本哲夫・ 0坂上央存・手代木泰治

1B07 天然鉱物薄片から観察される光励起ルミネッセンスの二次元パターン測定について

(新潟大理)0有村俊彦・能登屋信・橋本哲夫

[ラジオルミノグラフィー・定量]

座長 橋本哲夫 (11:45 -12:25) 

1B08 ラジオルミノグラフィーを用いる半導体ケイ素表面付近の銅の放射化分析

(*ピュアレックス・**立教原研)0野崎 正*・村岡久志*・戸村健児紳

1B09 鉛中のラジウムの定量に関する研究

(武蔵工大原研・*東北大学金研)0森敦史・鈴木章悟・岡田往子・平井昭司・*三頭聴明

[C会場(生物科学研究棟鈴木梅太郎ホール)J

[トレーサー・マルチトレーサー・生体]

座長 天野良平 (9:15 -10:15) 
1C01 放射線防御酵素SOD(Superoxided!smut部 e)の酵素活性とその金属含有量についで

(共立薬大)0村瀬裕子・村上勲・本間義夫・井口陽世・渋谷美聡

1C02 赤血球におけるK，Rbの取り込みに関する研究

(北里大獣医)夏堀雅宏・ 0小坂繁聡・伊藤伸彦

1C03 生体微量元素研究におけるマルチトレーサー法の展開

(理研1・東大理う O榎本秀一1・尾崎卓郎1.2・前回はるか1・安部静子1・安部文敏1

座長 夏堀雅宏 (10:15 -11:15) 
1C04 正常ラットにおける Mn，Fe， Zn， Seの生体内挙動:月齢による差異の検討

(金沢大学医・理研)0大石茂雄・高藤里江・福本紀子・天野良平・安東 醇・榎本秀一・

安部文敏

1C05 異なる酸素濃度の環境で飼育したマウスにおけるマルチトレーサの生体内挙動

(金沢大学医・理研)0天野良平・大石茂雄・榎本秀一・安部文敏

3 



エC06 マルチトレーサー法を用いた微量元素の各種血清蛋白質への結合
(ω昭和薬大・ (2)理研)0外角直樹(1).蛭沼利江子(1).遠藤和豊(1).榎本秀一ω・安部静子(目.

安部文敏(盟

座長 遠藤和豊 (11:25 -12:25) 

1C07 マルチトレーサー法による植物の元素取り込みに関する研究

e東大アイソ総セ・ 2理研・ 3東大理)0尾崎卓郎1.2・榎本秀一2・薬袋佳孝3・安部静子2・安部

文敏2.巻出義紘1

1C08 シダ類薬組織における希土類元素の集積パターン

(京大原子炉・京大農)0高田賓禰・隅野照家・田中愛子・西村和雄・赤星光彦

1C09 遷移金属によるDNA鎖切断とそれに対する茶カテキンの影響 -DNA溶液中における鉄エピガ

ロカテキンガレート錯体の挙動一

(静岡大理・*静岡県大)0平津みゆき・吉岡澗江・吉岡 寿*・長谷川園彦

く昼休み 12:25 -13:40> 

午後(13:40-17:40) 

特別講演

[C会場(生物科学研究棟鈴木梅太郎ホール)J

座長 古川路明 (13:40 -14:30) 

1101 悶ビームファクトリーでのRI新利用 (理研)谷畑勇夫

ポスターセッション

[短時間口頭発表 :C会場(生物科学研究棟鈴木梅太郎ホール)J(14:40 -16:10) 
[ポスター発表 :P会場(生物科学研究棟2・3階ロビー)J(16:10 -17:40) 

座長 坂本浩 (14:40 -15:10) 

1P01 アクチノイドの核分裂におけるこつの質量分割モードと放出中性子の関連

(原研1 ・者~立大理人東大理う O西中一朗1 ・永田諭一郎1 ・塚田和明1. 大浦泰嗣1 ・市}II進一1.
池添 博1・越字亮2・末木啓介2・中原弘道2・谷川勝至3

1P02 252Cf自発核分裂の角度相関と質量一運動エネルギーの2次元解析

(阪大理・京大炉)0井上貴和・高宮幸一・横山明彦・高橋成人・斎藤直・馬場宏・

中込良広

1P03 親子関係を利用した7線放出確率測定の試み

(阪大理・京大原子炉)0荒木宏一・真田 潤・横山明彦・斎藤直・馬場宏・西川

佐太郎・森山裕丈

1P04 高エネルギー重イオン核反応C+Au系の運動量移行

(阪大理・名大理・理研・放医研ヲ O森本真哉・荒木宏一・真田 潤・井上貴和・向和彦・

横山明彦・斎藤直・馬場宏・大楽知久・室山俊治・篠原厚・大久保嘉高・柴田貞夫

1P05 高エネルギー12Cイオンによる標的核類似生成物の定量

(阪大理・放医研・名大理)0横山明彦・森本真哉・井上貴和・真田 潤・荒木宏一・斎藤

直・馬場宏・柴田貞夫・篠原厚・室山俊治

1P06 光磁性材料コバルトオ失シアノ錯体のメスパウア一分光法による評価

(東大工1・神奈川科技ア2・理研、。栄長泰明1・佐藤 治人瀬田智一人小林義男3・安部

文敏3・橋本和仁1.2.藤嶋昭1
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lP07 液体アンモニア中での正ミュオンの挙動

(東大理)0久保謙哉・西山樟生

1P08 高分子材料へのガス収着機構の陽電子消滅による研究

(東大原総セ・山口大工)0伊藤泰男・ Mohamed出 mcly.田中一宏・岡本健一

1P09 シリコンウエハ上のホウ素薄膜から生成する7*Uの即発7線線形のシミュレーション

(大同工大・東大理)0酒井陽一・久保謙哉

1P10 金属中にイオン注入された13う必のメスパウア分光(II)

(信州大教・高エネ研A.原研B・静岡大理勺 O石井寛子・田中栄司・村松久和・三浦太一人

小泉光生B・長 明彦B・関根俊明B・矢永誠人c

1Pll メスパウア分光法によるEu-Nb複合酸化物の研究胡成条件とメスパウアパラメータとの相関

(原研)0正木信行・中田正美・佐伯正克・中村彰夫

1P12 CdZnTe検出器のメスパウアー測定への適用

(東大アイソトープ総合セ・東大工*)0野川憲夫・野村貴美*・巻出義紘

座長 工藤博司 (15:10 -15:40) 

1P13 理研加速器を用いたインビームメスパウア一分光

(理研・静岡理工科大*・大阪大**)0小林義男・吉田 豊*・行平憲一*・早)11-生*・中村

仁・八木栄一・那須三郎紳・安部文敏

1P14 YSr2Cu3_xFeρ7の磁気的性質

(電通大電子物性・早大理工A・理研勺 O不破敏博・池田 直A・中村仁B・岡田卓也B.

近接一郎4・山田修義

1P15 銅代謝異常回Cラットにおけるマルチトレーサの生体内挙動ーゲルろ過法によるアプローチ

も金沢大学医・理研)0大石茂雄・瀬戸小百合・高田忠徳・天野良平・安東 醇・榎本秀一・

安部文敏

1P16 ビタミンD過剰及び欠乏ラットにおける各種微量元素のダイナミクス

(昭和薬大・理研*)c糎沼利江子・岡本洋一・外角直樹・遠藤和豊・榎本秀一*・安部静子れ

安部文敏*

1P17 アルミニウム錯体を投与した動物におけるアルミニウムの体内分布

(キ京都薬大・**京大原子炉)0日野唯行*・藤本盛揮*・増山伸幸*・阿 茂範*・田和哩市*・

桜井 弘*・高田賓禰**・松下緑治**

1P18 ニザダイ及びメジナの歯に濃集した鉄の状態分析

(東大院総合1 ・徳島大総合2. 放医研う O松尾基之1. 沼子千~$2 .久野章仁1・石井紀明3

1P19 中性子放射化分析法による汚染米中の微量元素の定量

ぐ静岡大理・台湾中原大学*・立教大原研**)0滝口幸次・園師丈裕・吉岡澗江・長谷川園彦・

黄金旺*・戸村健児料

1P20 トリチウム水中におけるDNA鎖切断に対する茶カテキン類の防御機構(その 2)-DNA分子へ

のEGCgのインターカレーションー

(静岡大理・静岡県立大環境*)0黒寄拓・吉岡澗江・吉岡 寿*・長谷川園彦

1P21 加速器質量分析計による古文書の14C年代測定

(名大理1)・名大年代センター勺 O小田寛貴1).中村俊夫2).古川路明。

1P22 書籍に含まれる放射能。1)

(東大理)小橋浅哉

1P24 環境・医学トレーサー用炭素標識脂肪酸のマロン酸合成とアセト酢酸合成

(*北里大医療衛生・料ピュアレックス)0小川幸次*・野崎 正料
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座長 竹田満測雄 (15:40 -16:10) 

1P25 コマツナにおける放射性核種の吸収・移行のマルチトレーサー法による研究

(理研・放医研)0西沢 諭・川島康子・前回はるか・榎本秀一・尾崎卓郎・篠永妙子・

安部静子・保田浩志・内田滋夫

1P26 マルチトレーサー法によるフミン酸及びポリカルポン酸と各種金属イオンとの相互作用の解明

(東大理人理研柑.東大阻総合セ柑勺 O高橋嘉夫人薬袋佳孝人安部静子柑・安部文敏柑.

巻出義紘券僻

lP27 大容量Ge半導体検出器および低エネルギー測定用Ge半導体検出器の検出効率に関する考察

(新潟大理)0加治大哉・後藤真一・工藤久昭

1P28 熱中性子放射佑分析による標準鉄鋼試料中のマンガンとクロムの定量

(立教大原研)戸村健児・ 0戸室裕行

lP29 元素分析による初期須恵器の伝播に関する研究

e)奈教大.2)京大炉)0三辻利-1).高場慎太郎1).武内孝之2).中野幸庭訪

1P30 古代ガラスの原子炉中性子即発ガンマ線分析

(慶大文・原研東海*・東大理**)0宮沢 威・米沢仲四郎*・薬袋佳孝**

lP31 ko法による分オーダーの短半減期核種を利用する中性子放射化分析の基礎検討

(原研東海)0米沢仲四郎・ RuskaPrlma pu位CI.・松江秀明

日32 石英の熱ルミネッセンス特性へのAl不純物とーOH基濃度の影響

(新潟大理)0橋本哲夫・有村俊彦・高橋英史

1P33 多核種を含む放射イじ金属の加熱により発生する放射性エアロゾル

(高エネ研)0沖 雄一・招尻正晴・鈴木健訓・三浦太一・神田征夫・近藤健次郎

lP34 水晶小薄片からの熱ルミネッセンス発光特性と熱処理による変化

(新潟大理)0高橋英史・橋本哲夫

lP35 冷却CCDを使用したガンマカメラの制作

(理研)0岡本洋一・榎本秀一・平嶋穏介・安部文敏

lP36 水溶性金属ポルフィリシ錯体イオン会合系固相における反眺に伴う錯生成と構造因子の関係

(筑波大化3荘司準

核化学分科会:広沢クラブ2階会議室 (18:00 -20:00) 

原子核プローブの化学分科会:事務棟第2会議室 (18:00ー20:00)

放射化分析分科会:生物科学研究棟3階大セミナ一室 (18:00 -20:00) 

第 2日 10月23日(水)

午前 (9:00-12:30) 

一般講演

[A会場(仁科記念棟仁科ホール)J
[核反応]

座長 永田論一郎 (9:00 -10:00) 

2AOl 中高エネルギー光子によるフラグメンテーション生成核

(金沢大理1)・京大原子炉人追手門学院大経埠・名古屋大理4・東大核研5).日大文理帥・東大

原セ勺 O松村 宏0・1中崎昌平0・土田早苗1)・鷲山幸信0・羽場宏光0・宮本ユタカ0・坂

本 浩1)・柴田誠一人 藤原一郎人古川路明ω. 今村峯雄5).永井尚生九小林紘一7)
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2A02 Catcherfoll法によるCu光核破砕生成核のエネルギー測定

(金沢大理1).京大原子炉9 ・追手門学院大経3・名古屋大理4>)0羽場宏光1).松村宏1).宮

本ユタカ1)・坂本!治1)・柴悶誠一8 ・藤原一郎?)・古川路明心

2A03 Cuの中高エネルギ一重イオン核反応における残留核への運動量移行

(名大理a・阪大理人理研c・放医研d・愛知医大勺 O篠原 厚a・室山俊浩司・横山明彦b・森本

真哉b・斎藤 直人大久保嘉高c・柴田貞夫d・小島貞男e・安部文敏c・馬場 宏b・古川路明a

[新核種・核準位]

座長 工藤久昭 (10:00 -11:00) 

2A04 アクチノイドの陽子誘起核分裂で生成する未知中性子過剰ランタノイド核種の探索

(原研アイソトープ部・名大工*)0塚田和明・市川進一・浅井雅人*・長 明彦・小島

康明*・永田諭一郎・山本洋*・河出 清*・大浦泰嗣・飯村秀紀・酋中一朗・初)11雄一

2A05 原研ガスジヱツト-ISOLを利用した新アクチノイド核種の探索

(都立大理・原研アイソトープ部・名大工)0大山健志・塚田和明・市川進一・大浦泰嗣・

浅井雅人・広瀬知明・初川雄一・畑健太郎・西中一朗・永目諭一郎・越字亮・末木啓介・

中原弘道・山本洋・河出清

2A06 y寸角度相関測定によるA=130近傍の偶Ba核励起準位の研究

(原研・名大工)0長 明彦・浅井雅人・関根俊明・小泉光生・小島康明・柴田理尋・山本

洋・河出清

[放射佑分析]

座長 楽袋佳孝 (11:10 -11:50) 

2A07 放射化学的中性子放射化分析法による地質学試料中の極微量白金族元素の定量

(都立大理)0内野智功・孔扉・海老原充・中原弘道

2A08 機器中性子放射化分析によるストロンチウムーバリウムーニオブ酸中のロジウムの定量

(NTI礎総研.NTT-ATω ・NTT技協セω・NTT光ヱ研ω)加藤正明・ O大録 正(1)・米沢洋

樹(2)・八木生剛ω

座長 柴田誠一 (11:50 -12:30) 

2A09 COMPARISONOFNEUTRON ACTWA:官ONANALYSISFOR PLATINUM GROUP 

ELEMENτ'Swπ11:0τ1-IERτ'ECHNIQUES 

(Inst. Hlgh Energy Phys.!Lab. Nucl. Anal.) CWfang c1弘I

2A10 隙石中の希土類元素の定量:放射化学的中性子放射化分析法と結合誘導プラズマ質量分析法の比

較

(都立大理)0篠塚一典・海老原充・中原弘道

[B会場(レーザー研究棟大河内記念ホール)J
[メスパウア一分光]

座長 中島覚 (9:00 -10:00) 

2B01 擬クラウンエーテル環を含む鉄(III)錯体の合成と錯体の電子状態

(九大理・九大RI*)O速水真也・野見山修一・魔瀬重之・矢野弥生・前回米議・杉原真可*

2B02 酸化鉄を含むアルミン酸塩ガラスの熱処理により析出した磁性微粒子のメスパウアースペクトル

(九大理・お茶の水大理*)西田哲明・ 0久冨木志郎・柴田守啓・前回米穀・玉置豊美*

2B03 サレン錯体とK3Fe(CN)6の反応で得られる磁性体のメスパウアースペクトル(2)

c*生命工研・料九大理)C飯島誠一郎*・水谷文雄*・宮坂等**・松本尚英料・大)11

尚土料
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座長 片凹元己 (10:00 -10:40) 

2B04 アザフエロセン類のメスパウア一分光法による研究

(広島大理・広島大R1セ*・甲南大理料・京大原子炉料*)0北尾貴彦・木村維久代・中島

覚*・酒井宏料・前回豊***

2B05 メスパウア一分光法によるメタロセン包接体の動的過程の研究

(広島大理・広島大RIセ*・甲南大理**)中下光頼・ O小松弘明・中島覚*・酒井宏**

座長 西田哲明 (10:50 -11:30) 

2B06 FeIろ居間化合物の磁性とメスパゥアースペクトル

(甲南大理・広島大RI*)O酒井宏・山崎隆志・重松草IJ彦・中島覚*)

2Bθ7 希土類イ決ージイミン錯体のメスパウア一分光学的研究

(都立大理)0名和達彦・熊谷等・北川 進・片田元己

座長 村松久和 (11:30 -12:30) 

2B08 エルピウム(m)化合物の16~rメスパウアースペクトル

(東邦大理)0竹田満洲雄・南波洋・高橋正

2B09 Sb-Fe結合を有するhyperva1entな有機アンチモン化合物のl2lSbおよび57Feメスパウアースペクト

jレ
(東邦大理・広島大理*)0前田正樹・高橋 正・竹田満洲雄・脇阪幸也*・山本陽介*・秋葉

欣哉*

2B10 環状有機アンチモン(III)化合物の121Sbメスパウアースペクトル

[環境・地球]

<*邦大理・ JohannesGutenberg大*)0前田正樹・高橋正・竹田満洲雄・ ElmerBraeu*・

Martin Draeger* 

[C会場(生物科学研究棟鈴木梅太郎ホール)J

座長 高田寅粥 (9:00 -9:40) 

2C01 中性子誘起即発y線分析法および機器中性子放射化分析法による河口域底質の多元素定量

(東大院総合1・原研2・東大原総セう O久野章仁I.松尾基之1・米沢仲四郎2.松江秀明2.

津幡浩之3

2C02 環境土壌および生薬中の137CSの分布

(大阪薬大)0山神留実・木村捷二郎

座長 斎藤裕子 (9:40 -10:40) 

2C03 環境試料の光量子放射化分析へのKURRI-UNACの適用

(東北大・核理研*・金沢大理判)0桝本和義*・坂本浩料・宮本ユタカ料・ J.H.

Zaidi料・梶川品子**.羽場宏光**

2C04 地球化学的試料並びに植物試料の中性子および光量子放射化分祈一特に妨害核反応の寄与につ

いてー

(金沢大理*・東北大核理研**)0宮本ユタカ*・ J.H. Za1di*・梶川晶子*・羽場宏光*・

桝本和義料・坂本浩*

2C05 常緑樹林における天然放射性核種の挙動メカニズム

(九大理・九大農・九大問セ)0馬場智子・吉田明日香・田川祐子・井倉洋二・杉原真司・

大崎進・前回米臓

座長 桝本和義 (10:50 -11:50) 

2Cο6 チェルノブイル周辺環境の森林土壊における放射性核種の存在状態

(白青山学院理工・白原研東海・ 3放計協)0渡漣美事:c.l)・木村幹0・天野光司・上野隆司.

松永武2).柳瀬信之助・小沼義_3)

2C07 中国・吐魯番盆地における90Srおよび137CSの分布・挙動
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(育学大理工・理研**)斎藤裕子・高崎雅子・新城則子・ 0)11島晴海・木村幹・矢吹

貞代料

2C08 深海底堆積物中の貴金属元素の分布・挙動

(青学大理工・海洋科学技セ*)0佐藤真丈・古里直久・斎藤裕子・木村幹・本多牧生*・

日下部正志*

座長 松尾基之 (11:50 -12:30) 

2C09 琵琶湖の湖底堆積物中の微量元素の垂直分布

(愛知医大1).名大年代センター2).琵琶湖研，3).名大理勺 O小島貞男1)・中村俊夫8・太田

友子人横田喜一郎3).小田寛貴司・曽我恭子心.古川路明4

2C10 琵琶湖湖底堆積物中の天然CBe，21Dpb)及び人工放射性核種e37CS，239.240Pu) 

(金沢大学江沢L・*滋賀県琵琶湖研)0吉田義久・山本政儀・横田喜一郎*・小藤久毅・小村和久

記念講演

<昼休み 12:30 -14:00> 

研究連絡委員会: 広沢クラブ2階会議室 (12:40 -13:40) 

若手の会総会: 事務棟第2会議室 (12:40-13:40) 

午後 (14:00-17:55) 

[C会場(生物科学研究棟鈴木梅太郎ホール)J

座長 佐野博敏 (14:00 -15:30) 

2M01 放射化学領域における木村健二郎博士の業績

(理研名誉研究員・東京大名誉教授) 斎藤信房

2M02 木村健二郎 時代と生涯 (青山学院大理工)木村幹

座長 今村峯雄 (15:30 -16:15) 

2M03 ビキニの灰から宇宙核化学へ (東京大名誉教授) 本回雅健

座長 吉原賢一 (16:25 -17:10) 

2M04 不足当量法の創始と発展 (石巻専修大) 鈴木信男

座長 馬場宏 (17:10 -17:55) 

2M05 NEETとは何か? (神戸女子大)音在清輝

<懇親会: 第一ホテル光が丘 (18:30 -20:30)> 
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第 3日 10月24日(木)

午前 (9:00-12:30) 

一般講演

[A会場(仁科記念棟仁科ホール)J

[錯体・溶媒抽出]

座長 関根勉 (9:00 -10:00) 

3A01 Laα3とdpmの気相錯形成反応

(新潟大理)0金子哲也・蒲田早苗・田村啓子・古越靖武・工藤久昭

3A02 混合溶媒(DMSO/水)中の Nd3
+とcrの相互作用についての研究

(静岡大理・東北大金研*)0中村光弘・菅沼英夫・佐藤伊佐務*・大森巌

3A03 溶液内におけるランタノイド一二康配位有機リン化合物錯体の構造

(原研)0矢板毅・館盛勝一

座長， 菅招英夫 (10:00 -11:00) 
3A04 四座シッフ塩基配位子をもっニトリドテクネチウム錯体のTc(VI)からTc(V)への還元反応

(東北大院理)0淵田滋・高山努・関根勉・工藤博司

3A05 cis-[TcVNCliterpy)]の合成と性質

(東北大院理)0押切忍・高山努・関根勉・工藤博司

3A06 τ13Pによるヘキサクロロテクネチウム(lV)酸イオンの溶媒抽出

(原研)0渡辺智・橋本和幸

座長 館盛勝一 (11:10 -11:50) 

3A07 TPACによるテトラクロロニトリドテクネチウム(VI)酸イオンの溶媒抽出挙動(2)
(静岡大理)朝比奈千枝・菅沼英夫・ O大 森 嶺

3A08 中性子照射テトラフェニルアルソニウム・クロリドを用いるモリブデンの不足当量抽出

(Nγr基礎総研)重払k俊男

座長 重松俊男 (11:50 -12:30) 
3A09 高塩基性水溶液中におけるウラン(VI)の加水分解穣およびヒドロキソ炭酸錯体の測定

(京大炉・*阪大工)山村朝雄・ O北村 暁*・森山裕丈・西川佐太郎・小椋正道・長谷博友

3A10 無担体188Reを用いた18加e-HEDP錯体の合成とその安定性

(原研アイソトープ部)橋本和幸

B会場(レーザー研究棟大河内記念ホール)J
[PAC'陽電子・ドップラー拡がり]

座長 久保鎌哉 (9:00 -10:00) 
3B01 短寿命Rlを用いるτDPACによる分子磁性体の研究

(理研A・電通大B・京大原子炉勺 O大久保嘉高A・安部静干メ・岡田卓也人中村 仁A.安部

文敏A.浅井吉蔵B.米回淳郎日・川瀬洋一c・上原進一c

3B02 陽電子消滅法による高分子材料の空孔分布

e高ヱネ研・守愈研大・ 3開放研・ 4住友化学・精化研)0鈴木健訓1・沖 雄一1・沼尻正晴1.
三浦太一1・近藤健次郎1・大島永康2・伊藤泰男3・林 利明4・中村 宏4

3B03 金属中のホウ素から生成する7'Uの減速定数

(大同工大・原研東海・東大原セ)0酒井陽一・米沢仲四郎・松江秀明・津幡浩之・伊藤

泰男
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[中間子]

座長 イ安藤泰男 (10:00 -10:40) 

3B04 Co，，:Ga1-，，(acaC)3系での正ミュオンの挙動

(東大理)0久保謙哉・田村大・富永健・西山樟生・永嶺謙宏、

3B05 液相におけるパイ中間子水素原子の挙動に関する考察

(名大理a・阪大理b・KEK'ワO室山俊治a・篠原厚a・斎藤 直人横山明彦b・三浦太一C.

古川路明a

[メスパウア一分光]

座長 高橋正 (10:50 -11:50) 

3B06 Fe-C系超微粒子のメスパウアースペクトル

(大同工大)0深谷隆志・岩間三郎・酒井陽一・大下一政

3B07 メスパウア一分光法によるレーザー蒸発した鉄微粒子の反応の研究

〈東大理)0山田康洋・富永健

3B08 133CSの81keV準位における有効核電荷半径の測定(II)

(信州大教・高エネ研A・原研B・静岡大理c・東大核研弓 O田中栄司・石井寛子・村松久和・

三浦太一A・小泉光生B・長 明彦B・関根俊明B・矢永誠人c・藤田雄三D・小俣和夫D

座長 前回米蔵 (11:50 -12:30) 

3B09 ウラン化合物のメスパウア一分光による研究

(阪大基礎工・原研先端研1・阪大理う O筒井智嗣・中田正美1・正木信行1・佐伯正克1，芳賀

芳範l・山本悦嗣1.大賞惇睦1.2・那須三郎

3B10 高レベル廃棄物の地層処分に関する研究 一水との接触による人工バリア物質中の鉄化学形態の

変化

[環境・地球]

(昭和薬大1・動燃う O遠藤和豊1・外角直樹1.武田淳子l・蛭招利江子1・吉川英樹2.楠戸

伊緒里2

[C会場(生物科学研究棟鈴木梅太郎ホール)J

座長 長崎晋也 (9:00 -10:00) 

3C01 琵琶湖におけるウランの地球化学一堆積物・湖水聞のUの移行挙動一

(金沢大理.IJ.RLl・滋賀県琵琶湖研うO小藤久毅1・山本政儀1・横田喜一郎?・吉田義久・

小村和久1

3C02 大気中での飛程が長い土壌粒子慶中のPu-239.240濃度

(金沢大理)柴 由美子・古谷奈己・ハク M.A.・ O中西孝

3C03 ボーキサイトとアルミニウム試薬中のウランの放射能比の測定

(明治大理工)0斉藤敬・佐藤純

座長 佐藤純 (10:00 -11:00) 

3C04 時間分解レーザ誘起蛍光分析によるウラン(VI)イオン検出に及ぼす塩化物イオンの影響

e東大院工・ 2FZR)0長崎晋也1・田中 知1・鈴木篤之1・G.Gelpee・G.

面白吐wd2• H. Nltsche2 

3C05 高エネルギー物理学研究所周辺の環境水中のトリチウム濃度

(高エネ研)0三浦太一・高原伸一・穂積憲一・平 雅文・神田征夫・近藤健次郎

3C06 宍道湖における鉛-210の分布

(地質調査所)0金井 登・井内美郎・山室真澄
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座長 大橋園雄 (11:10 -11:50) 

3C07 液体シンチレーションスペクトロメーターを用いたα一α連続壊変時間間隔解析法(士凶)による

温泉沈殿の放射性核種分析

(新潟大理)0米山裕美子・福山直人・岩橋貴志・橋本哲夫

3C08 上層大気のトレーサーとしてのBe-7

(気象研)0五十嵐康人・広瀬勝己・宮尾 孝・青山道夫

座長 中西孝 (11:50-12:30) 

3C09 中性子放射化分析による富士川水系におけるパナジウムの起源と挙動

e山梨環境研・ 2大同工大・ 3立教大原研)0輿水達司1・酒井陽一2.大下一政2・戸村健児3

3C10 64CUと66CUを分析核種とする中性子放射佑分析による降水中の銅の定量とその比較

(立教大原研・大同工大)0戸村健児・酒井陽一・大下一政・輿水達司

く昼休み 12:30 -13:40> 

'午後 (13:40-17:40) 

特別講演

[C会場(生物科学研究棟鈴木梅太郎ホール)J

座長 中原弘道 (13:40 -14:30) 

310 1 Current Status and Progresses of RadiocheITUstry in China (Peking Univ.) Yuan加JgUu

ポスターセッション

[短時間口頭発表 :C会場(生物科学研究棟鈴木梅太郎ホール)J(14:40 -16:10) 

[ポスター発表 :P会場(生物科学研究棟2・3階ロビー)J(16:10 -17:40) 

座長 大森説 (14:40-15:10) 

3P01 252Cfの自発核分裂における核分裂生成物の核異性体生成比の測定

(新潟大理)0長沢和美・斉藤里栄・工藤久昭

3P02 カウンタ一法による238U+p反応系における核分裂機構の研究

目阪大理・原研・都立大・東大理)0中西 潔・高宮幸一・井上賞和・横山明彦・斎藤直・

J馬場宏・西中一朗・塚田和明・大浦泰嗣・永目諭一郎・趨字亮・谷川勝至

3P03 241Amの中性子捕獲断面積の測定

(原研)篠原伸夫・ O初川雄一・畑 健太郎・本石章司・小林勝利・河野信昭・棚瀬正和

3P04 中間エネルギー領域の14N十16守b反応系および40Ar+141町反応系における運動量移行

(阪大理・理研・名大理・愛知医大)向 和彦・横山明彦・森本真哉・ O斎藤直・馬場

宏・大久保嘉高・篠原厚・室山俊治・古川路明・小島貞男

3P05 クーロン障壁透過率から計算される α放射体の半減期について

(共立薬大)0本間義夫・村瀬裕子・繁田恵子

3P06 放射化学的方法による未知核種別hnの同定

(原研アイソトープ1・都立大理ち O大浦泰嗣1・塚田和明1・初川雄一1・大山健志2.

組 字亮2・末木啓介2.篠原伸夫1・西中ー朗1・畑 健太郎1・永田諭一郎1・市川進一I

3P07 ヨードベンゼンジアセテート類PhI(02CCHnX3-.，)2(X = F， Cl， Br; n =1 -3)の127}メスパウアースペ

クト)v
(東邦大理・東大原セ*)0高橋 正・中島則男・竹田満洲雄・津幡浩之*・伊藤泰男*
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3P08 高分子鉄2価スピンクロスオーバー錯体における核壊変の効果

(理研・東邦大理)0佐藤琢真・安部文敏・北海孝史・竹田満洲雄

3P09 スピンクロスオーバーを示す[Ni(II)(CN)4Fe(II)]ユニットを持つ2次元ポリマー錯体の57Feメス

パウアースペクトル

(東邦大理)0北海孝史・江口美砂子・高橋正・竹田満洲雄

3P10 水酸化ネプツニウム(IV)及び水酸化ネプツニル(V)のメスパウア一分光法による研究

(原研)0中田正美・正木信行・佐伯正克・山下利之

3Pll 鉄鉱物のメスパウアースペクトル ー銑鉄原料としてのキャラクタリゼーションー

(大同工大)0酒井陽一・横井時秀・大下一政

3P12 酸化鉄を含むガリウム酸塩ガラスの結晶化と赤外透過性および磁性の相関

(九大理)0久富木志郎・西田哲明・前回米蔵

座長 三頭聴明 (15:10 -15:40) 
3P13 Cu1-xFexGe03に於ける57Feメスパウア一分光

(理研・金材研勺 O岡田卓也・北海英明A.中村仁・小林義男・菅原健・安部文敏

3P14 CU1_x
61NixCrρ4における巨大超微細磁場と四極子分裂の相関

(理研・目立MSRDA
・金材研町 O中村 仁・岡田卓也・野田良彦

A
・小林義男・北海英明B.

安部文敏

3P15 筑波大タンデムを用いた36Cl測定法の開発

備波大AMSグループ)0宮崎紀彦・関 李紀・馬場隆行・船矢仁奈・高橋 努・皆倉輝志・

長島泰夫

3P16 土壌微生物の関与した大気一土壌系での分子状トリチウムの環境動態

(九大浬・九大工*・九大RI**)0柿内秀樹・百島則行・前回米蔵・岡井富雄*. 

杉原真司**・大崎進料

3P17 土壌の酸化還元状態変化とTcの挙動について

(放医研)0回上恵子・内田滋夫

3P18 深海底堆積物中のPu-239，240蓄積量

(金沢大理)0ハク M.A.・中西孝

3P19 Cs-137，Be-7を用いた林地土壊の移動・侵食の推定

(必金沢理・ 8名大農・。愛教大教.D)三重県林技センター)0浜島靖典A・竹中千里B.

恩田裕一人古田 実c・神谷義久c・野々田稔郎D

3P20 イメージングアナライザを用いた岩石試料中の天然放射能分布

(日大文理・大妻女子大・昭和薬大)0小林貴之・堀内公子・遠藤和豊

3P21 本邦河川水中の90Sr，137CSおよびgやuの分布

(青学大理工)0斎藤裕子・西村幸洋・北田善則・長谷川将彦・戸谷輝・原川裕章・古里

直久・木村幹

3P22 水溶性シンチレーションカクテル剤を用いるラドンの定量

(静岡大理)大野敦史・吉岡澗江・ O矢永誠人・長谷川園彦

3P23 小容量電解濃縮セルの特性と環境トリチウム測定への適用

(大阪薬大)0木村捷二郎・佐藤普ー・秋田美穂・上回陽子

3P24 Multitracer model study on the effect of acid rain on the adsorption of trace elements on 

soil 
(理研)0王海芳・安部静子・竹松伸・安部文敏

座長 酒井宏 (15:40-16:10) 

3P25 機器中性子放射化分析法および中性子誘起即発7線分析法による遠洋深海チャート層の分祈

e)東大院総合・お東工大理・ 3原研・心東大原総セ)0久保健_1)・松尾基之1)・磯崎行雄主). 

米沢仲四郎3).松江秀明3・津幡浩之剖
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3P26 レーザー光音響法を用いるコロイド粒子の測定とその成長過程の研究

(東北大院理)0内藤彩子・関根勉・工藤博司

3P27 安息香酸の位置選択的水素同位体交換反応E

(千葉大薬・分析センター*)0長谷川秀昭・関 宏子*・大橋園雄

3P28 溶解度制限回相の結晶化に対する放射線効果の予察的解析

(動燃1.CSD2・三菱重工う O小平秀樹2・油井三和1.牧野仁史1・根山敦史2.北尾秀夫3• 

立川博一人片岡伸一3

3P29 アミンオキシムを配位子とするこトリドテクネチウム(V)錯体の構造

(東北大院理)可児祐子・ O高山努・関根勉・工藤博司

3P30 ヘキサキス(チオウレア)レニウム(III)イオンの加水分解反応

(静岡大理)0湯浅真彦・菅招英夫・大森綴

3P31 放射化学的手法によるEuフラーレンの研究

(都立大理・新潟大院自然)0山内 崇・遠藤正朗・秋山和彦・末木啓介・菊地耕一・中原

弘道・赤坂健

3P32 ランタノイド金属フラーレンの研究

(都立大理・新潟大院自然)0秋山和彦・遠藤正朗・末木啓介・菊地耕一・中原弘道・赤坂

健

3P33 核的手法を用いた放射性フラーレンの生成(III)

(都立大理・東北大核理研・原研アイソトープ部・東北大金研)0末木啓介・菊地耕一・

大槻勤・桝本和義・永目諭一郎・三頭聴明

3P34 マルチトレーサーを用いるモノアミド抽出剤による貴金属元素抽出

(育学大理工・茨大理*・原研**・理研***)0伊藤直弥・斎藤裕子・木村 幹・

成田弘ーし矢板毅**・館盛勝一紳・安部静子*料・安部文敏***

3P35 マルチトレーサー法による希土類元素の支持液体膜透過の研究

(理研)0屋鋪ー尋・片山 修・前回はるか・榎本秀一・尾崎卓郎・安部静子・安部文敏

3P36 マルチトレーサーを用いた固液吸着挙動の多元素同時解析 (2)一非イオン性高分子吸着体および

繊維状活性炭一

(放医研)0柴田貞夫・野田 豊・(理研)安部静子・榎本秀一・前回はるか・安部文敏

前日 10月21日(月〉

若手の会シンポジウム:仁科記念棟仁科ホール (15:00一)

理研加速器将来計画 rRIビームファクトリー」説明会とリングサイクロトロン見学会'.

仁科記念棟仁科ホール・加速器施設 (16:00-) 

α放射体・環境放射能研究懇談会:研究本館5階会議室 (551号室) (16:25ー)
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Memorial Lectures 

14:00・17:55(Wednesday， October 23) 
2M01 DR. KENJIRO KIMURA. ms CONfRffiUTIONS TO THE AREAS OF NUCLEAR AND 

RADIOCHEMISTRY 

Nobufusa SAITQ ( The Institute of Physicd and Chemicd Resea訪問IKEN)，The Univ~の of

To旬。)

2M02 KIMURA， KENJIRO ------LIFE AND SCIENfIFIC CIRCUMSTANCES 

K組KIMUR~ ( College of Science and En.併問ri噌 ，Aoyama白 kuinUniversity ) 

2M03 FROM "B区別1ASHES" TO COSMO NUCLEAR CHEMISTRY 

Eh叫daMASATA阻 (ProfessorEmeritus Universi砂ザ To勾o ) 

2M04 ORIGINATION AND DEVELOPMENf OF SUBSTOICmOMEfRY 

NobuoSUZUK1 (Ishinomaki Senshu Universiη) 

2M05 WHA T IS NEEf? 

Kivoteru OTOZA! ( Faculty of Home Economics， Kobe W.仰 1ens Universi砂)

Plenary Lectures 

13:40・14:30(Tuesday， October 22) 
1101 NEW USAGE OF RADIOACTIVE ISOTOPES AT RI BEAM FACTORY 

Isao T ANIHAlτAσhe Institute of Physical and Chemical Research (RIKEN)】

13:40・14:30(Thursday， October 24) 
3101 CURRENT STATUS AND PROGRESS OF RADlOCHEMISTRY IN CH町A

YuanfangLIU (Peking Univ. ) 
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Lecture Session 

Nuclear Reaction 1 

9:15・10:15(Tuesday， October 22) 
lAOl CORR且 ATIONB回WEENMASS DIVISION MODES AND TWO DEFORMAτlON PATHS 別

LOW ENERGY FISSION OF ACfINIDES 

Yuichiro NAGAME， Ichiro NISH町AKA，Kazt沼恒 TSUKADA，Yasuji OURA， Shin-ichi ICHIKAWA， 

Hiroshi IKEZOEυ停四凶ωmicEnergy Research Institute ) 

Y叫iangZHAO， Keisuke SUEKI， Hiro国 chi NAKAHARA (D司par初lentof Ch四 listゆ，Tokyo 

Metropolitan Universi砂)

Masashi TANIKA WA (Depar附 entof Chemistry， University of Toか0)

Tsutomu OHTSUKI (Lahoraωη of NuclearScience， Toho如 Universi砂)

His岨 kiKU∞ 伊 匂par伽四tof Chemistry， Niigata Universiの)

Yasunωi HAMAllMA (Depar加 entofChem命的，Kanazawa Universiり1)

Koichi TAKAMIYA， Kiyoshi NAKANISHI， Takak四 E 町OUE，Hiroshi BABA (Department of 

Chemis的I，Osa此aUniversi砂)

Y ong Hee CHUNG (Depar.加 entof Chemistry， Hallym Universi砂，Korea) 

lA02 ANGULAR MOMENTUM OF FISSION PRODUCTS IN忽守h+p SYSτEM 

shin-ichi GOTO， Ken-ichirou YASUDA， Daiya KAJI， Hisa広iKUOO (Fauliり1of Sciena， Niigata 

Universi砂)

M組 abuFUJIOKA， Tsutomu SH酌ODUKA，Mas泊iroFUJITA， Ai WAT必 rABE(T ohoku Univers仰

のclotrollRadioisotope Cellter) 

lAIωCOMPLEfE AND町COMPLEfEFUSION FISSION AT THE ENERGY RANGE NEAR-AND 

SUB-COULOl'v田BARRIER

Yulian1! Z且AO， Keisuke SUE阻， Hiromichi NAKAHARA (Department of Chemistry， Tokyo 

Metropolitan Universiか)

Yuichiro NAGAME， Ichiro NISH町AKA，K四球iTSUKADA (JapaTl AtomicEn咋 yRese，抗 hlnstitute ) 

Masashi TANIKA WA (Depar加官ntof Chemistry， UniversiのofTo勾0)

Nuclear Reaction 11 

10:15・11:15(Tuesday， October 22) 
lA04 GDR FISSION OF 238U AND NUCLEAR PHASE TRANSITION 

Hiroshi BABA， Naruto TAKAHASHI， Akihiko YOKOYAMA， Takayuki YAMAGUCHI， Dais北u

YANO，τadashi SAITO (Faculty of Science， OsαkaUniversi肋

Noriko SffiRASU (J勾側 AtomicEnergy Research lnstitute 】

Yasunori HAMAJIMA (Faculty of Science， Kanaz，側 aUniversity) 

TsutomuO町 SUKI，Kuzuyoshi MASUMOTO (FaculかげScience，Tohoku Univers的)

lA05 FAST FISSION MECIL制 ISMANDDUAL町YOF THE DIFFUSION PROCESS町古IE(238U + 12C ) 

REACfION SYSTEM 

Akihiko YOKOY AMA， Hiroshi BABA， Naruto TAKAHASHI， Tadashi SAITO (Faculty of Science， Osaka 

University) 

lA06 STUDY ON CORRELA TION BEfWEEN OBSERVABLES OF 2l5U(n'h.f ) 

Koichi TAKAMIYA， Takakazu町OUE，Akihiko YOKOYAMA， Naruto TAKAHASHI， Tadlshi SAITO， 

Hiroshi BABA (F，α'Culty of Science， Osaka Univers均)

Yoshihiro NAKAGOME(Kyoω University Research Reactor lnstitute ) 

Meteorite， Measurement Technique， Nuclear Reactor 

17 



11:25・12:25(Tuesday， October 22) 
1A07 COSMOGENIC NUCLIDES IN TSUKUBA?-.但:ITEORπE

Kazuhisa KOMURA， Mutsuo町OUE，Seiichi YAMAZAKI， Yoshimasa MURATA (Low Level 

Radioaιtivity Laborator.ヲ，K，側 lazawaUniversity】

Shigekazu YONEDA (National Science Museum) 

1A08 EFFECT OF DISTORTION OF ELECTRONIC NOISE SHAPE ON ULTRA-PRECISE 

MEASUREMENT OF PHOTON ENERGY WITHA Ge SPECTROMETER 

τos溢 必 阻:SHIKAW A  (Km叩 mo初 University，Faculty 0/ Engineering) 

1A09 FAST BREEDERREACTOR VIEWEDBY ANOLD-FASHONEDCHEMIST 

Michi池田JRU玄関f'.:_(Depar胸 nt0/ Chemistry・Faculty0/ Science， Na，伊ヲaUniver.以前

Prompt y Ray Analysis 

9:15・10:15(Tuesday， October 22) 
1001 EFFECT OF NEUTRON SCATTER町G BY MATR医 HYDROGENON NEUTRON町DUCED

PROMPT GAMMA-RAY ANALYSIS 

回deakiMAIUE，Chushiro YONFZA W A (J.中'a/!Atomic Energy Research Institute ) 

1002 DETERM町ATION OF BORON IN ROCKS AND ENVIRONMENTAL REFEREl叫CEMATERIALS 

BY NEUTRON-INDUCED PROMPT GAMMA-RA Y ANALYSIS 

Ruska Prima PUTRA， Wichian RATANATONGCHAI， Chushiro YONFZAWA， Hid:aki MATSUE， 

Masa:油企 MAGARA(J叩anAtomic Energy Research lnstitute】

11到03 DEfERMINATION OF MAJER ELEMENTS WITHll叫 C田NAAND PORCELA別 BYPROMPT 

GAMMA-RA Y NEUTRON ACTIV ATION ANALYSIS 

Keisuke SUEKI， Mamoru KANEKO， Wataru SATO， J五romichiNAKAHARA， Takeshi TOMJZAWA， 

1品 .roMORIMO"τo(Fa::ulty 0/ Science， Tokyo Metropolitan Univ.， Fa::ulty 0/ LitertUl陀 ，Keio Univ.) 

Luminescence 1 

10:15・10:55(Tuesday， October 22) 
11304 SOME PROPERTIES OF RADIATION-町DUCEDLUM町ESCENCEFROM WHITE MINERAL 

SAMPLES AND ITS APPLICATION 

Noriyuki SUGAI.. Miki TANAKA， Tetsuo HASHIMOTO(Facu句0/Science， Niigata Universiの)

1即 5 ACCUMULATED y-RAY DOSIMEfORY AND TEMPERATURE ESTIMATION ONTO 

ATOMIC-BOMB-EXPOSED ROOF TILES US町GRADIATION-町 DUCEDLUM町ESCENCEFROM 

WHITEMINERALS 

Tetsuo HASHIMOTO， HaiimeKATAYAMA.. Tomohiro KANEfA (Faculり，0/ Science， Niigata Univ.) 

Luminescence 11 

11:05・11:45(Tuesday， October 22) 
1B06 DAT岱~G AND P ALEOTEMPERATURE ESTIMATION OF ANClliNT 

EARTHENW ARE USING THERMOLUMINESCENCE FROM QUARTZ GRAINS 

Tetsuo HASHIMOTO， Hisanobu SAKAUE， Yas曲iroTESHIRα:n (Fi回 uty0/ S cience， Niigata 

University) 

1007 TWO DIMENSIONAL IMAGES OF OPTICALLY STIMULATED LUMINESCENCE (OSL) FROM 

NATURAL ROCK SLICES 

ToshihikoAR品fURA，Shin NOTOYA， Tefsuo HASHIMOTO (Facul砂0/Science， Niigata University) 

Radioluminography， Determination 
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11:45・12:25(Tuesday， October 22) 
lB08 RADIOCHE迅UCALNEUTRON ACTIV ATION ANALYSIS OF COPPER ON AND.NEAR THE 

SURFACE OF SEMICONDUCTOR SILICON BY THE USE OF RADIOLUMINOGRAPHY 

TadashiNOZAKI (Purex Co. ) 

Hisashi MURAOKA， Kenji TOMURA (lnstitute lor Atomic Energy， Rikkyo University) 

目的 DEfERM町ATION OF 226Ra IN LEAD 

Atsushi MORI， Shogo SUZU回， Sumiko OKADA， Shyoji HIRAI (Atomic Energy R館前hLdJoratory 

Musα'Shi lnstitute 01 Technolo郡】

Sato;詠iMITSUGAS.田RA(Oarai-branch， IMR， To加加 University) 

Tracer， MuItitracer， Organism 1 

9:15・10:15(Tuesday， October 22) 
lCOl DEfERM別ATION OF MEfAL CONTENTS AND ENZYMIC ACTIVITY FOR SUPEROXIDE 

DISMUTASE AS A RADIOROGICAL PROTECTION ENZYME 

Yuko MURASE， Isao MURAKAMI， Yoshio HOMMA， Haruyo IGUCHI， Misato SHIBUYA (Kyoritsu 

College 01 Pharmacy) 
lC02 POT ASSIUM AND RUBIDIUM TRANSPORT IN RAT ERYTHROCYTE 

MぉぬiroNATSUHORI， ~lrigetoshi KOSAKA， Nobuhiko ITO (Ki附 ato印liversi砂， S chool 01 Veterin的 Y

Medicine ωUJ Animal Science。
lC03 THE DEVEIρIPMENT OF MULTITRACER TECHNIQUE IN THE BIO-TRACE ELEMENT 

RESEARCH 

ShuiぬiENOMOTO， Haruka MAEDA， Shizuko AMBE， Fumitoshi AMBE (The Institute 01 Physicd and 
Chemical Research (RIKEN)) 

Takuo OZAKI (Ra1ioi.捌~ope Center， The U.附 ersi旬。1/ To匂0，The Institute 01 Physicd and 

Chemical Research (RIKEN)】

Tracer， Multitracer， Organism 11 
10:15・11:15(Tuesday， October 22) 

lC04 回OBEHAVIOR OF TRACE Mn， Fe， Zn， Se ELEMENTS IN THE NORMAL MICE : AGE EFFECT 

ON THE TISSUE UPTAKE RATE 

Shil!:OO OISHI， Rie TAKAFUJI， Noriko FUKUMOTO， Ryohei AMANO， Atsushi ANDO (School 01 

Health Sciences， FaculりI01 Medicine， Kanazawa University ) 

Shuichi ENOMaro， Fumitoshi AMBE (The Institute 01 Physical andChemical Research (RIKEN) ) 

lC05 BIOBEHA VIOR OF MULTπRACER 町 MICEBRED UNDER DIFFERENT OXYG日 GAS

PERCENTAGE 

RyoheiAMANO， Shigeo OISHI (School 01 HealthSciences， Facul，か01Medicine，Kana四 waUniversity.) 

Shuichi ENOMσro， Fumitoshi A~佃E(The Instit附 01Physical andChemical Research(RIKEN) ) 

lC06 THE BIO-TRACE ELEMENT-B刑D町G OF V ARIOUS SERUM-PROTE町町VESTIGATEDBY 

MENAS OF MULTITRACER TECHNIQUE 

NωkisarOGAKU， Rieko HIRUNUMA， Kazutoyo ENDO (Showa college 01 p，加 ma::euticalSdenα:1') 

Shuichi ENOMOTO， Shiznko AMBE， Fumito哩hiAMBE (The In‘rtitut 01 Physical and Chemicd Research 
(RIKEN) ) 

Tracer， Multitracer， Organism 111 
11:25・12:25(Tuesday， October 22) 

lC07 STUDY OF THE ABSORPTION OF TRACE ELEMENTS J:j¥汀o PLANTS BY MULTITRACER 
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τ芭CHNIQUE
T蜘 o位 AK1( Ralioisot叩e Center， The Universi砂 of Toか0，The lnstitut of Ph_抑ical and 

Chemical Research (RIKEN)) 

Shuichi ENOMOTO， Shizuko AMBE， Fumitoshi AMBE (The Institut of Physicol and Chemicd 

Research (RIKEN)) 

Yoshitaka MINAI ( Department of Chemisり，The University of Tokyo ) 

Yoshihiro MAKIDE (Radioisotope Center， The Universi砂 of To旬。)

lC08 D日'ERMINATIONOF RARE EARTH ELEMENTS IN FERN LEA VES USING別STRUMENTAL

NEUTRON ACTIV ATION ANALYSIS 

Jitsuya TAKADA， T.田町 SUMINO，Yoshiko TANAKA， Mits叶此oAKABOSHI (Research Rω';/;or 

Institute， Kyoto University) 

K包 :uoNISHIMURA(Faculty of Agriculture， Kyoto University) 

lC09 DNA STRAND BREAKS INDUCED BY TRANSmON MEfAL AND THE EFFBコTOF GREEN 

TEA-<コATECHINON ITS ACTION-BEHAVIOR OF IRON EPIGALLOCATECHIN GAllATE 

COMPLEX IN DNA SOLUTION 

M羽虫iHIRASAWA， 回roeYOS皿OKA， Kuuihiko HASEGAWA (Raliochemis町 Rι5ean::h 

I必 oratory，Facul~ヲ ofScience， Shizuoka University) 

Hisas~註 Y岱:HIOKA (Divis旬nof Environmental Hedth Sc加畑，Gra.量縦 Schoolof University of 

Shizuoka】

Nuclear Chemistry Group Meeting 

Activation Analysis Group Meeting 

Nuclear Probe Chemistry Group Meeting 

Nuclear Reaction 111 

2AOl PHOTOFRAGMENTATION PRODUCTS 

別TERMIヨ)IATE-ENERGIES

18:00・20:00(Tuesday， October 22) 

9:00・10:00(Wednesday， October 23) 
FROM V ARIOUS TARGEfS AT 

Hiroshi MATSUMURA， Syouhei. OKIZAKl， Sanae TSUCHIDA， Koushin WASHIYAMA， 1畳間血tsu

HABA包 YutakaMIY AMOTO， Koh SAKAMOTO (F.回向。>/S ciena ad G~油rJte School of Natural 

Science， Kanazawa University ) 

Seiichi smATA (Research Reactor Institute， Kyoω Universi砂)

Ichiro FUJIW ARA (School of Economics， Otemongakuin Universi砂)

Mic制球iFURUKA WA (Facultyof Science， Nagoya Universi砂)

Mineo lMAMURA (lnsti似tefor Nuclear S.ωdy， University of Tokyゅ)

Hisao NAGAI (College of Humanities and Sciences， Nihon University) 

Ko凶C制 KOBAY ASHI (Rι5earch Center for M町learSヒienceand Technology， UniversiりlofTokyり)

2A02 RECOIL ENERGIES OF PHOTOSPALLATION PRODUCTS 町 CuUS町G THE THICK 

T ARGEf -THICK CATCHER MEfHOD 

国m国 tsuHABA吻 E畳間hiMATSUMURA， Yutaka MIYAMσro， Koh SAKAMOTO (F，仰 u.砂 of 

Science and GraduateSchω01 0 f Natural Scien.ce， Kanazawa Universi砂)

Seiichi SHIBAT A (Reserch Reactor Insti似te，Kyoto Universiか)

Ichirou FUJIW ARA (School of Economics， Otemongakuin Universiか)

Michi紘iFURUKA WA (Facultyof Science， Nagoya University) 
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2A03 LIl'岨AR MOMENfUM TRANSFER町 THEHEAVY-ION REACTION OF COPPER AT 

INTERMEDIATEAND HIGH ENERGIES 

Atsushi sHINOHARA， To哩:hiharuMUROYAMA， Michiaki FURUKA WA (Fac. of Sci.， Nagoya Univ. ) 

Akihiko YOKOY AMA，ShinyaMO則 MOTO，Tadashi SAITO，回roshiBABA(Fac.ofSci.，OsakaUniv.) 

Yoshit拠 OHKUBO，Fumitos凶 AMBE(The lnstitute of Physical andChemical Research (RIKEN) ) 

Sadao SHIBATA (NIRS ) 

SadaoKOJIMA (Aichi Medical Univ. ) 

New Isotopes， Nuclear Levels 
10:00・11:00(Wednesday， October 23) 

2A04 SEARCH FOR UNKNOWN NEUTRON-RICH LANTHANOID ISOTOPES PRODUCED酎

PROTON-INDUCED FISSION OF ACTINIDE 

.K.azuaki.OfSUKADA， Shin-ichi ICHIKAWA， Akihiko OSA， Yuichiro NAGAME， Yas吋iOURA，阻deki

IIMURA， Ichiro NIS凹NAKA，Yui謝 HATSUKAWA(Depatment of Ra1ioisotop眠 JapanAtomic 

Energy Research lnstitute ヲ

Masato ASAI， Yasu北iKOJIMA， Hiroshi YAMAMOTO， Kiyoshi KAWADE (Department of Nuclea 

Engineering， N.αrgoya Universi~ヲ， and Departmentof Energy Engine喧ringand Science， Nagoya Universi勾1

2A05 SEARCH FOR NEW ACTINIDE ISOTOPES USING THE GAS-JET COUPLED JAERI-ISOL 

TIOO閃 hiOHYAMA， Yu1iang ZHAO， Keisuke SUEKI， Hiromichi NAKAHARA (F<仰 IIりIof Science， 

Tokyo M仰 opolitanUniversit:内
Kazw必 TSUKADA，Shin-ichi ICHIKAWA， Yasuji OURA， Yuichi HATSUKAWA， Ken回"()HATA， 

I制.roNISH到 AKA，Yuicl盆roNAGAME (Department of Ra1ioisotopes， Japan Atomic Energy Research 

lnstitute ) 

MぉatoASAIφepar加惚ntofNuclear Engine剖 ng，Nagoya Universi勾3
Tomoaki HIROSE， Yasu生iKOJIMA， 1畳間hiY AMAMOTO， 阻yo.shiKA W ADE (Department of 

Energy Engineering andScience， Nagoy，αUniversity) 

2A06 A STUDY ON THE LEVEL STRUCTURE OF EVEN-A Ba NUCL回 BYMEANS OF A y-y 

ANGULAR CORRELATION MEASUREMENT 

Akihiko OSA， To出生iSEK別E，Mitsuo KOIZUMI (Depatment of Ra1ioisotope宮，Jcpan Atomic 

Energy Research lnstitute 】

Masato ASAI， Yasuaki KOJIMA， Michihiro SHIBATA， Hiroshi YAMAMOTO， Kiyoshi KAWADE 

(School of Engineering， Nagoya Universit抑

Activation Analysis 1 

11:10・11:50(Wednesday， October 23) 
2A07 DETERM町ATIONOF TRACE PLAT町UMGROUP ELEMENTS町 GEOLに氾ICALSAMPLES BY 

RADIOCHEMIC冶LNEUTRONACTIVATION ANALYSIS 

T'omonori UαllNO， Ping KONG， Mitsuru EBIHARA， 四romichiNAKAHARA (D呼刷ment of 

Chemis的 ，Facul，砂 ofScience， Tokyo Metropo抑制 Universi砂)

2A08 INSTRUMENfAL NEUTRON ACTIVATION ANALYSIS OF RHODU瓜4 町

STRONTIUM-BARIUM-NIOBATE 

Masaaki KATOH (NTT Science and Core Technology Laboratory Group) 

T'adashi OHROKll_(NTT Advaηced Technology Corp.) 

阻rokiYONEZA W A (NTT Technical Assistance and Support Cent的

Shogo Y AGI (NTT Opto・electronicsLaboratories) 
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Activation Analysis 11 

11:50・12:30(Wednesday， October 23) 
2A09 COMPARISON OF MEUTRON ACTIVATION ANALYSIS FOR PLANTIMUMGROUP ELEMENTS 

WITH OTHER TECHNIQUES 

C脳血J!CH品 (lnst.High Energy Phys.l L油• Nucl. Anal. ) 

2AlO DEfERM町ATIO OF RARE EARTH ELEMENTS 町 CHONDRITIC MEfEOR町田 BY 

ひ司DUCTIVELYCOUPLED PLASMA MASS SPECTROMEfRY; A COMPARATIVE STUDY WITH 

RADIOCHEMlCAL NEUTRON ACTIVATION ANALYSIS 

Kazunori SH到。rSUKA.お1itsuruEBIHARA.回romichiNAKAHARA (Faul.り，0/ Sciena. Tokyo 
Metroporit側 Universi勾】

Mossbauer Spectroscopy 1 

9:00・10:00(Wednesday， October 23) 
2001 SYNTHESES AND ELECTRONIC STATES OF IRON(III) COMPLEXES CONTAINING 

QUASI-CROWN ETHER RING ， 

Shinya HAYAMI. Sh凶chiNOMIYAMA. Shigeyuki HIROSE. Yayoi YANO. Yon位。 MAEDA

(Department 0/ Chemistry. Faculty 0/ Science.均ushu Universit_ヲ】

Shinji SUGlHARA (Radioisotope Center. Kyushu University ) 

2回 2 MOSSBAUER SPECTRA OF THE MAGNEfIC PARTICLES PRE<コIPITATEDBY THE HEAT 

TREATMENT OF CAI氾IUMALUMINATE GLASS 

Tetsuaki NISHIDA. Shiro KUBUKI. Morihiro SHIBATA. Yonezo MAEDA ( Faul砂 0/Sdena. 

めyωhuUniversity ) 

Toyomi TAMAKI (Faculty 0/ Science.Ochanomizu Universi砂)

2003 MOSSBAUER SPECTRA OF MAGNEfIC MATERIALS DERIVED FROM THE REACTION OF 

SALEN COMPLEXES AND K3Fe(CN)6 (2) 

seiichiro IIJIMA， Fumio MIZUTANI (National lnstitute 0/ BioscienceωulHum棚田Technology) 

回ωshiMIYASAKA. Naohide MATSUMOTO. Hisashi OKAWA (Faulり，0/ Sciena. Kyushu 

Univ沼rSIの)

Mossbauer Spectroscopy 11 

10:00・10:40(Wednesday， October 23) 
2B04 MOSSBAUER SPECTROSCOPIC STUDY OF AZAFERROC恐喝DE阻VATIVES

Tak油ikoKITAO，Ikuyo KIMURA (Faculty 0/ Science. Hiro.ゴhimαUniversi砂)

Satoru NAKASHlMA (Radioisotope Center. Hir，ωhima University) 

Hiroshi SAKAI (F aculり'0/Science. Konan Universiか)

Yutaka MAEDA (Research Reactor lnstitute. KyoωUniversiか)

2005 MOSSBAUER SPECTROSCOPIC STUDY ON THE DYNAMIC PR仁吃ESSOF MEfALIρCENE 

INCLUSION COMPOUNDS 

Mitsuyori NAKASHIT A.回roakiKOMA TS.lI (Faculり'0/Science. Hirosh開明 Universiか)

Satoru NAKASHlMA (Radioiso初'peCenter. HIかωhimaUniversity) 

Hiroshi SAKAI (Faculり，0/ Science. )乙onanUniversi砂)

Mossbauer Spectroscopy 111 

10:50・11:30(Wednesday， October 23) 
2B06 MAGNEfISM AND MOSSBAUER SPECTRA OF FePS3 INTERCALATION COMPOUNDS 

Hiroshi SAKAI.T北ashiYAMAZAKI. Toshihiko S田GEMATSU(Fau旬 o/Scien何 Kon閣 Universの)
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Satoru NAKASHlMA (RadioisotoJ戸 Center，Hiroshima University) 

2B07 MOSSBAUER SP配 TROSCOPIC STUDIES OF LANfHANOID(III)-IRON匹。-a-DI山町E

COMPLEXES 

Tatsuhiko NAWA， Hitoshi KUMAGAI， Susumu K汀'AGAWA，Motomi KATADA (Faul，の 0]Science， 

Tokyo Metropolitan Universiめ

Mossbauer Spectroscopy IV 

11:30・12:30(Wednesday， October 23) 
2B08 1出ErMOSSBAUER SPECTRA OF ERBIUM(III) COMPOUNDS 

MasuoTAKElコ':i， Hiroshi NANBA，Masashi TAKAHASHI (Toho Univ.， Fac.of Sci.) 

2B09 ANTIMONY-121 AND IRON-57 MOSSBAUER SPECTRA OF HYPERVALENT ORGANO-

ANTIMONY COMPOUNDS BEARING ANTIMONY -IRON BOND 

Mas法iMAEDA， Masashi TAKAHASHI， Masuo TAKEDA (Fuculty of Science， Toho Universi砂)

YukiyaWAKISAKA，Yohsuke YAMAMOTO， Kin-yaAKIBA (Fu，叩 lりIof S cience， Hiroshima Universi砂)

2B1O ANTIMONY-121 MOSSBAUER SPECTRA OF EIGHT-~伍NBERD HETEROCYCLIC 

ANTIMONY(回)COMPOUNDS

Masaki MAEDA， Masashi TAKAHASHI， Masuo TAKEDA (Fuculty of Science， Toho Universiの)

E1merBRA日J，Marti也 DRA政}ER(Institut fur Anorganische Chemie und Andytische Chemie， Johannes 

Gut開 verg-Universitaet，Mainz， Germ仰の

Environment， The Earth 1 

9:00・9:40(Wednωday， October 23) 
2COl MULTI-ELEMENT DEfERM町ATIONOF ESTUARINE SEDIMENTS BY NEUTRON INDUCED 

PROMPT GAMMA司RAY ANALYSIS AND INSTRUMENT AL NEUTRON ACTIV ATION ANALYSIS 

AkihiωKUN0， Moto抑止iMATSUO (Gro:atate School of A1ts and Sciences， The Universi砂 0]

To旬。)

Chushiro YONEZA WA， HideakiMATSUE (J，勾加tAωmicEnergy Research lnstitute ) 

Hiro戸kiSAWAHATA (Research Centre for Nuclear Science and T.伎カnology，The Universi砂 0]

Tokyo ) 

2C02 DISτ1UBUTION OF 137CS IN ENVIRONMENT AL SOIL AND CRUDE DRUGS 

Rumi YAMAO阻， Shoujiro KIMURA (Osak沼UniversiηofP，加rmac，官uticalSciences) 

Environment， The Earth 11 
9:40・10:40(Wednesday， October 23) 

2C03 THE APPLICATION OF KURRI-LINAC TO OHOTON ACTIVATION ANALYSIS OF 

ENVIRONMENTALMATERIMALS 

K沼~yo:岨 MASUM:oTO(Laboratoηof NuclearScience， Tohoku University) 

Koh SAKAMOTO， Yutaka MIYAMOTO， J， H. ZAIDI， Akiko KAJIKAWA，四romitsuHABA (F，田 uの7
of Science and Graduate School of Science， K，倒 azawaU.附 ers誌の

2C04 NEUTRON AND PHOTON ACTIV ATION ANALYSIS OF GEOCHEMICAL AND PLANT SAMPLES 

ーEFFECTS OF INTERFERING NUCLEAR REACTIONS -

Y国成aMIY AMOTO， Hiromitsu HABA (Grad胤 teSc加olザScience，Kanazawa Universiη) 

J且 ZAIDI，Akiko KAJlKA WA， Koh SAKAMOTO (Facultyof Science， Kanazawa Universi砂)

KazuyosJ弘 MASUMO'τo(Laboratory of NuclearαndScience， Tohoku University) 

2C05 MIGRATION MECHANISM OF NATURALRADIONUCLIDES IN EVERGREEN FORESTS 

Tomoko BABA， Asuka YOSHIDA， Yuko TAGAWA， Shi吋iSUGIHARA， Yon位。 MAEDA(Faulty 0] 
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Science， Kyuslzu University) 

Youji 1NOKURA (Facul砂ofAgriculture， Kyuslzu University) 

Susumu OSAKI (Radioisotope Center， Kyuslzu Universi砂)

Environment， The Earth 111 
10:50・11:50(Wednesday， October 23) 

2C06 SPECIATION OF RAD10NUCLIDES IN FOREST SOILS AND SURFACE ORGANIC MATTERS 

SAMPLED AROUND THE CHERNOBYL NUCLEAR POWER PLANT 

Lfiki WATANABE， KanKIMURA併のlamaGakuin Univ. ) 

阻karuAMANO， T地a直也iUENO， Takeshi MATSUNAGA， NobuytホiYANASE (JAERl ) 

Yoshikazu ONUMAσRM) 

2C07 DISTRIBUTION AND BEHA V10R OF Sr-90 AND Cs-137 1N TURPAN BAS1N，αZ町A

Yuko SAπ0， Masako TAKSAKI， Noriko SHINJYO， Harumi KAWASIDMA，K組 K副 URA(CoU，匂eof

ScienceandEngine沼ring，Aoyama G匂kuinUniversity) 

Sadayo Y ABUKI (Tlze J，凡stituteof Physical and Clzemical Resecu訪問JKEN)) 

2C08 DISTRIDUT10N AND BEHA V10R OF NOBL厄 MEfALS 酎 DEEP SEA FLC氾R

SEDIMENTSAMPLES 

Masatake SATO， Naohisa FURUSATO， Yuko SAITO， Kan KIMURA (College of Scien口:eand 

Engineering， Aoya明日zG也kuinUniversiの)

Makio HONDA， Masasi KUSAKABEυ'apan Mcuin沼 Science&Teclznology (JAMSTEC)) 

Kaz副 roTOYODA (Gradua凶 'clzoolof Environmental Ecuth Science， Hokkaido University) 

Environment， The Earth IV 

11:50・12:30(Wednesday， October 23) 
2C09 VER百CALPROFILES OF CHEM1CAL ELEMENTS 1N THE SEDIMENT OF LAKE BIW A 

SadaoKOllM~ (Radioisotope ResearchCenter， Aichi Medical University) 

To唱hioNAKAMURA， TomokoOHTA (0.ωing andMaterialsResecuchCenter， N.正確'oyaUniversiり)

KiIchiro YOKOT A (Lake Biwa ResecuchJnstitute ) 

Hiro紐kaODA，Kyoko SOGA， Michi北iFURUKA WA  (Faculty of Science， M勾 oyaUniversi砂)

2CI0 N~百尽AL(B♂Opb) AND ARTIF1CIAL(137Cs，239.担Opu)RAD10NUCLIDES別 S印刷ENTATLAKE 

BIWA 

Yoshihisa YOSHID~ Masayoshi Y AMAMOTO， His生iKOHUJI， Kazul由aKOMURA (Low Level 

Radωactivi砂Laboratory，KanazawaUniversity) 

Kiichiro YOKOTA ~臼keBiwa Research Jnstitute ) 

Complexes， Solvent Extradion 1 

9:00・10:00(Thursday， Odober 24) 
3AOl GAS PHASE CHEM1CAL REACT10N OF La(今回)3

T'et5Uya KANEKO， Keiko TAMURA， Yasutake FURUKOSI召， Yohko TOSAKA，回5a法iKUDO 

(Faculぐyof Science， Niigata Universiη) 

3A02 STUDY ON THE INTERACTION BEfWEEN N<f' AND cr町 MIXED(DMSO +時間 SOLVEl'汀

SYSTEM 

Mtsuhiro NAKAMURA，回必o SUGANUMA， Tak~凶hi OMOR1 (Fa::ul，砂 ofScienα" Shizuoka 

University) 

15姐 mSATOHσnstiωtefor Materials Research，Tohoku University) 

3A03 STRUCTURE OF THE BIDENTATE ORGA1叫OPHOSPHORUS UGAND-LANTHANIDE 
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COMPLEXES IN SOLUfION 

Tsuyoshi Y AIT A， Shoichi TACIllMORlυ'apan Atomic Energy Research blstitute) 

Complexes， Solvent E宜traction11 

10:00・11:00(Thursday， October 24) 
3A04 REDUCTION PROCESS FROM Tc(V1) TO TめT)OF NITRIOOTECI町mIt瓜t1(V1)COMPLEXES 

WITHTEfRADENTATE SCHIFF BASE UGANDS 

Shigeru FUClIITA， Tsutomu TAKAYAMA， Tsutomu SEK別E，回roshiKUDO (Graluate School of 

Science， Tohoku University】

3A05 SYNTHESIS AND CHARACTE阻ZATIONOF cis-[fc
v
NC12(匂町py)]

Shinobu OSIllKlRI， Tsutomu TAKAYAMA， Tsutomu SEK町E，Hiroshi KUDO (G花幼副eSchool of 

Science， Tohoku University) 

3A06 SOLVENT EXTRACTION OF HEXACHIρROTECHNETATEσV) ION WITH TBP 

Satoshi WATANABE， Kazuyt永iHASHIMOTO (JapanAtomic Energy Researchlnstitute) 

Complexes， Solvent Exlraction 111 

11:10・11:50(Thursday， Oclober 24) 
3A07 SOL VENT EXTRACTION BEHA VIOR OF TEfRACHIβRONπRlDOTECHNETATE(V1) 

ION WITHTEfRAPHENYLARSONIUM CHLO悶 DE仰

Kazue ASAIDNA， Hideo SUGANUMA， TakashiOMOR!(FaculかofScience， Shizuoka University) 

3A08 SUBSTOICIDOMEfRIC EXTRACTION OF MOLYBDENUM WITH TEfRAPill到 YLARSONIUM 

CHLO悶 DELABELED BY NEUfRON IRRADIATION 

Toshio SHIGEMATS!L (NTT Scienceand Core T，ιchnology Laboraωry Group) 

Complexes， Solvent Extraction IV 

11:50・12:30(Thursday， October 24) 
3A09 MEASUREMENTS OF HYDROLYSIS SPECIES AND HYDROXOCARBONATO COMPLEX OF 

U(VI) IN HIGHLY BASIC SOL目 ION

Tomoo Y AMAMURA，回rotakeMORIYAMA， Sataro NISHIKAWA， Seich OGURA，回rotomoHASE 

(Research Reactor Institute， Kyoto Universi砂)

AkiraKITAMURd_(Facul砂ofE1怒ineering，Osaka Universiの)

3A10 SYNTHESIS OF I田Re-HEDPCOMPLEX USING CARRlER-FREE I88Re AND ITS STABILITY 

kazuvuki HASH島fOTQ(Depar加 entofRadioisotopes， J，勾加lAωmicEnergy Research Institute ) 

P AC， Positron， Doppler Broadening 
9:00・10:00(Thursday， Oclober 2~) 

3B01 TDPAC STUDIES ON MEfAL-COMPLEX FERRIMAGNEfS 

Yoshitaka OHKUBO， Shiznko AMBE， T.血 lyaOKAD九JinNAKAMURA， Fumitoshi AMBE (The 

Institute of Physical and Chemical Research(RIKEN)) 

Kichizo ASAI， Atsuro YONEDA (The University of Electro-Communications ) 

Y oichi KA W ASE， Shin-ichi UEHARA (Research Reactor Instiωte， Kyoto University) 

3B02 FREE VOLUME DISTRIBUfION DURlNG POLYMERIZA TION OF BISPHENOL-A DICY ANATE 

Takenori S UZUKI，Y凶chiO阻， Mas油aruNUMAJIRI， Taichi MIURA， Kenjiro KONDO (Nctωnal 

μboratory for High Energy Physics) 

Nagayasu OSHIMA (The Graduate UniversiかforAdvanced Studies ) 

YasuoITO(RCNST， The Univ， ofToか0)
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Toshia悩HAYASHI， Hiroshi NAKAMURA (Fine Chemicals Researchμb.， Sumitomo Chem.) 

3Bffi DEGRADATIONCONSTANTS OF7・UPRODUCED IN MEf ALS 

YoiぬiSAKAI， Chushiro YONFZAWA，阻ゐ泳iMATSUE，回m戸水iSAWAHATA (DauJo lnstitute of 

Technology， Jap飢 AtomiεEnergyResearch lnstitute ) 

YasuoITOσne Universi旬。ifTokyo)

Meson 

10:00・10:40(Thursday， October 24) 
3B04 POSITIVE MUONS in CoxGaJ魂(記ac)3

M. Kenva KUBO， Dai TAMURA， Takeshi TOMINAGA， Kusuo NISHIYAMA， Kanetada NAGAMINE 

(School of Science， The Universiり10fTo句0)

3B05 ON THE BEHA VIOR OF PIONIC HYDROGEN ATOMS IN LIQUID PHASE 

Toshiharu MUROY AMA， Atsushi SHINOHARA， MichiホiFURUKAWAσ加 IIりIof Sαo四 ，Nagoya 

University) 

Ta也shiSAITO， Akihiko YOKOY AMA (F aculty of Science， Osaka University) 

Taichi MIURA (National Laboratory for High Energy Physics) 

Mossbauer Spectroscopy V 

10:50・11:50(Thursday， October 24) 
3B06 MOSSBAUER SPECTRA OF ULTRAFlNE PARTICLES OF Fe-C SYSTEM 

TakashiFUKAYA， Sab岨roIWAMA， Yoichi SAKAI， KazumasaOSHITA (Daidoln‘ytitute ofTechnology) 
3即 7 THE MOSSBAl.氾RSTUDY ON CHEMICAL REACTIONS OF IRON A'τ'OMS AND CLUSTERS 

PRODUCED BY LASER VAPORIZATION 

Yasuhiro YAMADA， Takeshi TOMINAGA (Sc加olof Scie町 e，The Universi砂ofTo勾0)

3008 DEfERMINATION OF THE CHANGE OF THE NUCLEAR CHARGE RADIUS DUR別 GTHE81 

ke V TRANSITION OF J33CS (11) 

Eishi TANAKA， Hiroko ISHII， HisakazuMURAMATSU (Facu句ofE.血cation，ShinshuUniversity) 

Taichi MIURA (Nationalμboratoηfor High Energy Physics) 

Mitsuo KOIZUMI， Akihiko OSA， Toshiaki SEKINEσapanAtomic Energy Research lnstitute ) 

M北oωYANAGA (Facu仰 げScience，Shizuoka University) 

yuzo FUJIT A， Kazuo OMATAσnstitute. for Nuclear Study， The UniversiかofTokyゅ)

Mossbauer Spectroscopy VI 

11:50・12:30(Thursday， October 24) 
3B09 MOSSBAUER STUDY OF URANIUM COMPOUNDS 

Satoshi TSUTSUI， Saburo NASU (Faculty of Engineering Science， Osaka Univ. ) 

Masami NAKADA， Nobuyuki M. MASA鼠 Masakatsu SAEKI， Y oshinori HAGA，日sushi

YAMAMOTO併dvancedScienceResearch Center，JAERl ) 

Y oshichika ONUKI仏dvancedScienceResearch Center， JAERI， FaculかげScience，Osaka Univ. ) 

3B10 STUDIES ON GEOLC泊ICALDISPOSAL OF田GHLEVEL RADIOACTNE WASTE -CHANGE 

OF CHEMICAL STATES OF IRON 町 ENGNEEREDBARRIER MATERIALS 到 THEPRESENCE 

OFWATER-

kazuωvo ENDO， Naoki SOTα}AKU， Junko TAKEDA， Rieko HIRUNUMA (Showa College of 

Pharmaceutical Sciences) 

Iori KUSUDO， Hideki YOSHIKA WA  (?ower Research and Nuclear Fuel Development C.ωrparatio吟
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Environment， The Earth V 

9:00 -10:00 (Thursday， October 24) 
3COl GECXごHEMISTRYOF URANIl爪1IN LAKE BIWA : BEHA VIOR OF URANn瓜1[IN SEDIMENT AND 

INTERSTITIAL W ATER 

Hisaki KOFUJI， Masayoshi Y AMAMOfO， Y oshihisa YOSHIDA， K血 lhisaKOMURA ( Low Level 

Radioα'Ctiv均 Lab.， Kanazm叩 Univ.】

Kiichirou YOKOT A (Lake Biwa Research IllStitute ) 

3C02 Pu-239，240 IN PERMANENTLY FLOATING MINERAL AEROSOL 

Yumiko SHIBA， N岨 iFURUTANI， Mohammad Azizu1 HAQUE， Takashi NAKANISm (F，訓句 01
Science， Kanazawa Universi~の

3C03 割 UIお8UACTIVITY RATIOS OF U IN BAUXITEAND Al-REAGENTS 

E主主主主'OU，Jun SATO (Dep倒 mentof bukぉtrialChemis句，School of S捌 α 制 Technology，Meiji 

Universiry) 

Environment， The Earth VI 
10:00・11:00(Thursday， October 24) 

3C04 EFFECT OF CHROLIDE ION ON URANn爪1(VI)DEfECTION WITH TIME-RESOLVED 

LASER-INDUCED FLUORESCENCE SPECTROSCOPY 

Shinya NAGASAK1， Satoru TANAKA， Atsuyu魁 SUZUKI(The Depa初1ent01 Quantum Engineering 
alld Syste附 Science，The Universi砂ofTo旬。)

Gerhard GEIPEL， G回 BERNHARD，Heino NITSCHE (Forschullgszentrum Rosse!:ゆゲe.V.， lnstitut fur 

Radiochemie ) 

3C05 SURVEY OF TRITIUM CONCENTRATION IN THE ENVIRONMENTAL WATER IN AND AROUND 

THE NATIONAL LABORATORY FOR HIGH ENERGY PHYSICS 

Taichi MIURA， Shin-ichi TAKAHARA， Ken-ichi HOZUMI， Mas必JmiTAlRA， Yukio KANDA， Kenjiro 

KONl日)(National Laborω'orヲlorHigh Energy Physics) 
3C06 DISTRIBUTION OF LEAD-210 AT THE LAKE SHINJI 

Yutaka KANAI， Yoshio INOUCHI， Masumi Y AMAMURO (GeologicalSurvey 01 Japan) 

Environment， The Earth VII 
11:10・11:50(Thursday， October 24) 

3C07 DEfER?v佃'l/ATION OF RADIOACTN汀IES IN TRA VERTINES US町G OF THE T凹 E

町TERVALANALYSIS ALPHA -ALPHA SUCCESSNE DECAYS COMBINED "在日1ALPHA 

LIQUID SCINTILLATION SPECTROMEfER 

Yumiko YONEY AMA， Naoto FUKUY AMA， Takashi m也HAS回， Tetsuo HASI凪 1OfO(Faulty 01 
Science， Niigω'a Universii句】

3C08 Be-7; A GOOD TRACER FOR THE STRATOSPHE悶 CAIR

Yasuhito IGARASHI， Katsumi HIROSE， Takashi MIYAO， Michio AOYAMA (Meteorological Research 

lnstitute】

Environment， The Earth VIII 
11:50・12:30(Thursday， October 24) 

3C09 GEOCHEMICAL ORIG町 ANDBEHAVIOR OF VANADIUM INWATER AIρNG THE FUJIKA WA  

RIVER BY NEUTRON ACTIV ATION ANALYSIS 

Satoshi KOSHIMIZU (Yamanashi IllStitute 01 Ellvironmental Sciences) 
Yoichi SAKAI， Kazumasa OHSHIT A (Dωdo IllStitute of Technology) 
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Kenji TOMURA (lnstitutefor Atomic Energy， Rikkyo University) 

3CI0 D回'ERM町ATION OF TRACE COPPER 町 PRECIPITATION WATER BY NEUfRON 

ACTIV ATION ANALYSIS USING 64CU AND面Cu

k.eniiTOMURAσnstitute for Atomic Energy， Rikkyo Universiか)

Yoichi SAKAI， KazumasaOHSHITA (Daiゆ lnstituteof Tech河ology)

Sato哩hiKO叩 IMIZU(Yamanashi lnstitute 0/ Environmental Sciences) 

Poster Session 

14:40・17:40(Tuesday， October 22) 
lPOl CORRELATION BETWEEN TWO MASS DIVISION MOD四 ANDNEUTRON MULTIPLICITY町

FISSION OF ACTINIDES 

E.chlro NISH別AKA，Y凶chiroNAG品佃， Kaz日生iTSUKADA， Yぉ吋iOURA， Shin-ichi ICIllKAWA， 

Hiroshi IKEZOE (Japan Atomic Energy Research lnstitute ) 

Y叫iangZHAO， Kei.suke SUEKI， Hiromichi NAKAHARA (Fi田llty0/ S cienα" Tokyo Metropolitaz 

University) 

Masashi TANIKA WA  (School 0/ Science， The Universi砂o/To旬。)

lP02 ANGULAR CORRELATION AND ANALYSIS BY TWO-DIMENSIONAL YllヨLDDISTRffiU羽ONAS

A FUNCTION OF MASS AND TKE ON SPONT ANEOUS FISSION OF 252CF 

T'akak血 1町OUE，Koichi TAKAMIYA， Akihiko YOKOYAMA， Namto TAKAHASHI， Tadlshi SAlTO， 

Hiroshi BABA (Faculty 0/ Science， Osaka University) 

Y oshihiro NAKAGOME (Research Reactor lnstitute， Kyoto Universiか )

lP03 DEfERM町ATION OF Y EMISSION PROBABILITIES UTILIZING THE GROWTH-D配 AY

RELATIONSIDP 

回rokazuARAKI， Jun SANADA， Akihiko YOKOY AMA， Ta血 hiSAlTO， Hiroshi BABA (Fi仰lの0/
Science， Osaka University】

Sataro NISHlKA W A， Hirotake MORIY AMA (Research Reactor lnstitute五時oω Universi砂 ) 

lP04 LONGITUDll叫ALMOMENTUMTRANSFER OF HIGH-ENERGY 12C ION WITH 1タ7AuTARGET

Shinya MORIMOTO，回rokamARAKI， Jun SANADA， Tak北am町OUE，K回出ikoMUKAI， Akihiko 

YOKOYAMA， Tadashi SAITO， Hiroshi BABA (Fac.o/Science， Osaka Univ， ) 

Tomohisa DAlRAKU， Toshiharu MUROYAMA， Atsushi SHINOHARA (Fac. 0/ SCiel官c，Nagoya Univ. ) 

Yoshitaka OHKUBO (The lnstitute 0/ Physical and Chemical Research( RIKEN) ) 

SadaoSIDBATA(Natぬnallnstitute 0/ Radiological Sciences) 
lP05 MEASUREMENT OF TARGEf-LIKE PRODUCTS FROM HEAVY-ION REACTIONS到DUCEDBY

HIGH-ENERGY 12C IONS 

Akihiko YOKOY AMA， Shinya MORIMOTO， T必:akam町OUE，JuIJ. SANADA， Hirokam ARAKI， 

Tadashi SAITO，回roshiBABA (Faculり10/Science， Osaka Universiか)

Sadao SIDBATA (National lnstitute 0/ Radiological Sciences) 
Atsushi SHINOHARA， To唱hiharuMUROY AMA (F aculか0/Science， Nagoya University) 

lP06 MOSSBAl尼RSTUDY ON PHOTO-町 DUCEDAND CATION DRNEN ELECTRON TRANSFER IN 

A COBALT-IRON CYANIDE 

Ya印刷 E町AGA"Akira FUnSmMA(D号partment0/ Applied Chemistη， Fuωlザザ Engineering，The 

University 0/ To匂0)

Osamu SATO， Tomokazu IYODA (Kana，苫awaAcademyo/ScienceandTech叩 logy(KASη) 

Kazl血iωHASmMOTO伊ψartment0/ Applied Chemis的 ，Fuωlか0/Engineer初~g， The University 0/ 
To勾0，KanagawaAcademyo/ ScienceandTechnology (KASη) 

Yoshio KOBA Y ASHI， Fumitoshi AMBE (The lnstitute 0/ Physical andChemical Research( RIKEN) ) 
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lP07 POSITIVE MUONS IN LIQUID AMMONIA 

M. KenyaKUBO，Kusuo NISH町 AMA(School of Science， Universi砂ofTokyo)

lP08 THE GAS SORPTION MECHANISM IN POLYMERS STUDIED BY POSITRON ANNIHIIA百ON

主笠盟互Q..Hamdy F.M.MOHAMED ( RCNST， University of To伽 )

Kaz曲iroTANAKA，Ken-ichi OKAMOTO (Fac. E.昭 in.，Yam噌 uchiUniv. ) 

lP09 SIMULATION OF LINESHAPE OF PROMPT y-RAY FROM 7.li PRODUCED IN BORON 

COATED SILICON W AFER 

Yoichi SAKA! (Daidolnstitute of Technology) 

MichaelK，阻yaKUBO (Univers仰げTokyo)

lPlO MOSSBAUER SPECTROSCOPY OF 133CS FROM IMPLANTATION OF RADIOACTIVE 13~e IN 

M町 ALS伺

旦笠註E盟， Eishi TANAKA，団地位uMU貼 MATSU(Facultyof Education，Shinshu Universiザ)

Taichi MIURA (Natωnal.uiboraωηfor High Energy Physics) 

凶 tsuoKOIZUMI， Akihiko OSA， To刷出 SEKJ]¥氾 (Department of RaJioisotop官官，Jcpan Atomic 

Energy Researchlnstitute ) 

MakoωY ANAGA (Facul，砂ザScience，Shiz即 kaUniversiか)

lPll MOSSBAUE SPECTROSCOPIC STUDゼ OFEu -Nb M1XED OXIDE -CORRELATION BEfWEEN 

HEATING CONDπIONS AND MOSSBAUER PARAMETERS-

Nob唄抑泳iM. MASAKI， Masar凶 NAKADA，Masakatsu SAEKI， Akio NAKAMURA (Japan Atomic 

Energy Resea陀 hIlIstitute ) 

lP12 APPLICATION OF CZT DETECTOR FOR MOSSBAUER MEASUREMENTS 

NorioNOGAWA， Y oshihiro MAKIDE (Radioisoω'[Je Center， The University of To旬。)

Kiyoshi NOMURA (Facultyof Eηgineering， The Universi砂ofTokyり)

lP13 IN-BEAM MOSSBAUER SPECTROSCOPY IN MATERlALS SCIENCE WπHTHERIKEN 

ACCELERATORS 

Yoshio KOBA YAS阻， Jin NAKAMURA， Eiichi YAGI， Fumitoshi AMBE (The Institute 01 Physicd 

andChemical Research(RIKEN) ) 

Yutaka YOSHIDA， Ken司ichiYUKIHIRA， Kazuo HAYAKAWA ( Shizuoka lnstitute 01 Science and 

Technology ) 

Saburo NASU (Faculの01Engineering Science，Osa加 Universi砂)

lP14 THE MAGNETIC PROPERTIES OF YSr2CU3_xFex07+d 

Toshihiro R珂TA，Nobuyoshi YAMADA (The Univ. Electro-Commun. ) 

Naoshi lKEDA， Kay KOHN (同匂sedaUniv.) 

Jin NAKAMURA， Takuya OKADA (1恥 Instituteof Ph戸icaland Chemical Research( RIKEN) ) 

lP15 BIOBEHAVIOR OF THE RADIOACTNE MULTlTRACERS IN THE LEC RATS， WHITCH HAS 

UNUSUAL METABOLIC CHARACTERISTICS OF ESSENTlAL COPPER EI王lMENT -AN 

APPROACH USING OF GEL-FILTRA TION TECI町IQUE-

Shill:四 OISH1，Sa:戸凶 SETO，Ta也noriTAKADA， Ryohei AMANO， Aωushi ANDO (S c加 0101 Health 

Sciences， Facul砂 ofMedicine，Kanazawa University ) 

Shuichi ENOMOTO， Fumitωhi AMBE (The Institute of Physical andChemicalResearch(RIKEN)) 

lP16 COMPARISON OF BEHAVIOR OF TRACE ELEMENTS BETW田 NVITAM町 D-OVERIρADED 

AND DEFICIENT RA TS USING THE MULTITRACER TEα割問UE

Rieko HlRUNUMAI Yoichi OKAMOTO， Naoki SOTOGAKU， Kazutoyo EN?<コ (ShowaColl司'ge01 

Pharmaceutical Sciences) 

Sh凶chiENOMOTO， Shizuko AMBE， Fumito哩hiAMBE (The lnstitute 01 Physicd cnd Chemical 

Research(RIKEN) ) 
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lP17 ORGAN DISTRIBUTION OF ALUM岳民爪1{ IN ANIMALS TREATED WII1I ALUM肘UM

COMPLEXES 

Ta主克明記IllNO，Seiki FUJIMO司[0，Nobu戸水iMASUYAMA， Shigenori OKA， Riichi TAWA，回romu

SAKURAI伊司partmentofAnalyticalandBioinorganicChemistry， KyoωPharmaceutical Universi砂)

Jiωya TAKADA， Rok吋iMATSUSHπA (Research Reactor lnstitute， Kyoto Universiか)

lP18 CHARACTERIZATION OF IRON ACCUMULATED 町 THETEEfH OF SURGEON-FISH AND 

GIRELLA 

MotOY1水iMATSUO，AkihiωKUNO(GraduωIBchoolof Arts andSciences，刀'IeUniversi砂ofTo旬。)

Chiya NUMAKO (Fucu句 oflntegrated Arts andSciences， Tokushima Universiり)

Tos脳波iISHII (National lnstitute of Radiological Sciences) 

lP19 DETERM町ATIONOF THE TRACE ElliMENT IN POLLUTED RICE BY NEUTRON ACTIVATION 

ANALYSIS 

kouii TAKIGUCIn， Takehiro ZUS皿，回roeYOSH回KA，Kunihiko HASEGAWA伏aliochemis的

μboraωη，Faculty of Science， Shizuo加 Universiか)

C駈n-W，加gHUAl叫G(Departmelltof Chemistγy. Chung Yu閣 Universiり'.Taiwan) 

Kenji TOMURAσnstitute for Aωmic Energy. Rikkyo University) 

lP20 PROTECTION M政ごHANISMS OF GREEN TEA CATECIllN ON DNA STRAND BREAKS 

INDUCEDBY s -RAYS OF TR汀IATEDWATER

団romuKUROSAKI，回roeYOSlllOKA， Kunihiko HASEGA WA  (Raliochemis句 Res earch Lworatory， 

Facul，砂ofScience. Shizuoka Universiか)

回sashiYOS阻OKA(Division of Environmental Hedth Sciences. Grcduate School of Universiかげ

Shizuoka) 

lP21 14C AGE MEASUREMENT ON THE ANCIENT DOCUMENT WITHAMS 

回ro岨kaODJ~ Michiaki FURUKA WA (Fac. of Science， Na苫oyaUniv.) 

Toshio NAKAMURA (Dating and Materials Research Center， Nagoya Univ. ) 

lP22 RADIOACTIVITY IN BOOKS PRODUCED IN JAPAN伺

AsayaKOBASI!!_ (School of Science. UniversiりI of Tokyり)

lP23 

lP24 SYNTHESIS OF CARBON-ll，14 LABELED FATTY ACIDS FOR MEDICAL AND 

ENVIRONMENTAL TRACER USE BY MAIβNIC ESTER SYNTHESIS AND んCETOACETIC

ESTER SYNTHESIS 

KoiiOGAWA (School of Allied Health Sciences， Kitasato University) 

T畳dashiNOZAKI(PUREXCO.. LTD) 

lP25 MULTITRACER STUDY ON ABSORPTION AND TRANSPORT OF RADIONUCLIDES町

KOMATSUNA 

satoshi NISlllZAWA， Yasuko KAWASlllMA (The lnstitute of Physicd and Chemical Research 

(RIKEN)， Kitasato Universi砂)

Haruka MAEDA， Sh凶chiENOMOTO， T汰uoOZAKI， Taeko S1勘~ONAGA， Shizuko AMBE (The 

lnstitute of Physical andChemical Research(RIKEN) ) 

回ro喧hiYASUDA， Shigeo UClllDA (National lnstitute of Radiological Sciences ) 

lP26 MULTITRACER STUDゼ ON THE INTERAC百ON OF V ARIOUS MET AL IONS WITH 

HUMIC ACID AND POLYCARBOXYLlC ACIDS 

Yoshio TAKAHASlll， Yoshitaka MINAI (School of Science， The Universiり10fTo旬。)

Shi拙 oAMBE， Fumitoshi AMBE (The lnstitute of Physical and Chemical Research( RIKEN) ) 

Yoshihiro MAKIDE (Radioisotope Center， The University of To勾0)

lP27 EFFICIENCIES OF COAXIAL TYPE HP-Ge DETECTOR OF LARGE VOLUME AND 
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SEMI-PL屯NARTYPE HP~Ge DEfECTOR 

E自主主主主， Sin-ichi GOTO， Hisaski KU∞(FaculのofScience， Niiga1αUniversity) 

lP28 DEfERMINATION OF Mn AND Cr到 JSSSTEEL SAMPLES BY THERMAL NEUTRON 

ADCIVATION ANALYSIS 

Kenji TOMURA， Hiro)'l岨 TOMURO(Institute for Atomic Energy， Rik旬o University) 

lP29 A MOVEMENTOF EARLY SUE阻 WAREBY ELEMENTALANALYSIS 

Toshikazu MITSUn， Shintarou TAKABA (Narauniv. of educαtion) 

Taka戸水iTAKEUCHI， Yukihiro NAKANO (KUR ) 

lP30 REACTORNEUTRONINDUCEDPROMPT GAMMA-RAY ANALYSIS OF ANCIENTGLASSES 

Takeshi TOMIZA WA  (Facul砂 ofLiterature， Keio Universi砂)

Chushiro YON.EZA W A ( J中'anAtomic Energy Research Institute ) 

Y oshitaka MINAI ( Sch叩 lof Science， Th官 Universiかげ To勾o) 

lP31 BASIC EXAM町ATIONFOR THE DEfERMINATION OF M町UTEORDER HALF-LIFE NUCLID回

BY k，，-BASED NEUTRON ACTIV ATION ANALYSIS 

ch凶 hiroYON.EZA WA， Rusuka Prima PUTRA， 1五ゐakiMATSUE (Japan A加 nicEnergy Resean::h 

Institute ) 

lP32 DEPENDENCE OF THERMOLUM町ESCENCEPROPERTIES FROM QUARTZ ON A1-AND 

OH-IMPURITIES 

T'etsuo HASHIMOTO， To哩hihikoARIMU札屯， Eiji TAKAHASHI (Faulty of Sci初旬 Niigata

Universi砂)

lP33 RADIOACTNE AEROSOLS FORMED BY HEATING ACTIV AT芭D MEATLS CONTAlN町G

V ARlOUS RADIOACTIVE NUCLIDES 

出弘2担， Masaharu NUMAJIRI， Takenori SUZUKI， Taichi M町貼， Yukio臥 NDA，Kenjiro 

KONDO (National Laboratory for High Energy Physics) 

lP34 CHANGES OF THERMOLUMIl'犯SCENTPROPERTIES FROM QUARTZ CRYSTAL SLICES 

ACCOMPANIED WITH THERMAL ANNEALING TREATMENTS 

Tetsuo HASHIMOTO， Eiji TAKAHASHI (Faculty of Science， Niiga1a University ) 

lP35 CREATING A NEW DESIGN SYSTEM USING A COOLED CCD CAMERA 

Yoichi OKAMOTO， Shuichi ENOMOTO， Fumitoshi AMBE (The Institute of Physi叫 andChemicd 

Research( RIKEN) ) 

Ryusuke HI.九4.SHIMA(UNI-HITE Co. ) 

1円 6 THE CORRELATION OF RECOIL COMPLEX FORMATION IN THE SOLID SYSTEM OF 

WATER-SOLUBLEMETALIρPORPHYRIN ION ASSOClATES WITH STRUCTURAL FACTORS 

回ωshiSHα!. (Department of Chemistry， UniversiのofTsukuba)

14:40・17:40 (Thursday，. October 24) 

3POl THE MEASUREMENT OF ISOMERIC YIE江JDRATIO OF FISSION PRODUCT 町 SPONTANEOUS

FISSION OF 252Cf 

k.azumi NAGASAWA， Rie SAITO. Hisa汰iKUOO (F aculのofScience， Niiga1a University) 

3P02 STUDゼ OFPROTON INDUCED FISSION OF 238U BY COUNTER乱ffiTHOD

阻voshiNAKANISHI， Koichi TAKAMIYA， Takakazu町OUE，Akihiko YOKOゼAMA，TaゐshiSAπ0， 

回roshiBABA (Facul，砂ofScience， Osaka Universiの)

Ichiro NISHINAKA， Kazu波iTSUKADA， Yas吋iOURA， Yuichiro NAGAME (Japan Atomic Energy 

Research Institute ) 

Y叫i回 .gZHAO (F aculりIof Science， To勾oMetropolitan University) 

MaSashi TANIKA WA  (School of Science， Universiり10fTokyo)
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3POO NEUTRON CAPTURE CROSS SECTION OF担 IAm

Nobuo SlllNOHARA; Yuichi HATSUKAWA， K，四国'()HATA， Syo叫ui MOTOISm， Katsutoshi 

KOBA Y ASHI， Nobuaki KOHNO， Masakazu T ANASE (J，勾刀nAωmicEnergy Research lnst[tute ) 

3P04 MOMENTUM TRANSFER 町 THEREACTION SYS百 MSOF.I~+16旬。 AND 拍'Ar + 141Pr AT 

INTERMEDIA TE ENERGIES 

Kazt出ikoMUKAL Akihiko YOKOY AMA， Shinya MORIMOTO， !'achshi SAITO， 1五roshiBABA 

(GraduateSchool of Science， Osaka University) 

Yos悩takaOHKUBOσ百elnstitute of Physical and Chemical Research( RIKEN) ) 

Atsushi SlllNOHARA， Toshiharu MUROY AMA，乱fichi生iFURUKAWA (GraJucte Sc加01of Sαence， 

Nagoya Universi砂)

SadaoKOJIMA (Aichi Medical University) 

3P05 THE HALF-LIFE OFα-EMITTERS CALCULATED BASED ON BARRIER PENEI'RATION FACTOR 

Yoshio HOMMA， Yuko MURASE， Keiko HANDA (Kyoritsu College of Pharmacy) 

3P06 RADIO<コHEMICALIDENTIFICA TION OF 236 Am 

Yasuii OURA， Kazuaki TSUKAl;>A， Yuichi HATSUKAWA， Nohuo SHINOHARA， Ic主iroNISH別AKA，

K四匂roHATA， Yuichiro NAGAME， Shin-ichi ICHIKA WA  (Depar加 entof Radioisotopes， JapanAtomic 

Energy Research lnsti訂正:te) 

Takeshi OHYAMA， Yuliang ZHAO， Keisuke SUEKI (F，即 dtyof Sciena， Tokyo Metropolitan 

University) 

3P07 1271 MOSSBAUER SP配 TRAFOR10∞isENZE悶 DIACETAT回 PhI(02CC1九九ム (X= F， CI， Br; 

n = 1-3) 

Masashi TAKAHASm， Norio NAKAnMA， Masuo TAKEDA (FaculかofScience. Toho Universi砂)

Hiro抑制 SAWAHATA.Yasuoπo (Rese，町 hCenter for Nucl僻 Scien吃:ecnd Technology， The Univ四 iりy

ofTo旬。)

3P08 SP町 STATESOF句。ATOMS PRODUCED町 TWO-DIMENSIONALPOLYMER OF Fe伺

SPIN-CROSSOVER COMPLEX 

TakumaSATO， Fumitoshi AMBE (The 11lsti似teofPh戸icaland Chemical Research( RIKEN) ) 

Takafumi KIT AZA WA. Masuo T AKEDA (Toho Univ.) 

3P09 MOSSBAUER SPE<コTRA FOR THE SPINζROSSOVER TWO-DIMENSIONAL POLYMER 

COMPLEXES WITH [Ni(CN)4Fe] UNIT 

Takafumi KITAZA WA， Misako EGUCm， Masashi T AKAHASHI. Masuo T AKEDA (Faculty of Scinece. 

Toho University) 

3PlO M伽 SBAUERSPECTROSCOPIC STUDIES OF Np(O町4・nHPAND Np02(0町・副ρ
Mm岨 iNAKADA， Nobuyuki M. MASAKI， Masakatsu SAEKI， Toshi戸lkiYAMASHITA (Japan 

Atθmic Energy Research lnstitute ) 

3Pll MOSSBAUER SPECTRA OF IRON ORES; CHARACTERlZA百ONAS RA W MATERIALS FOR 

PRODUCTION OF CAST IRON 

Yoichi SAKA!， Tokihide YOKOI， KazumasaOHSHITA (Daidolnsti似 teofTech日IOfogy)

3P12 CORRELA百ON BETWEEN THE MAGNEI'ISM AND THE IR-TRANSM汀TANCE OF THE 

CRYSTALLIZED C礼IβIUMGALLATEGLASSES CONTAINING IRON 

ShiroKUBUKI， Tetsu北iNISHIDA， YonezoMAEDA (Facu句 ofScience;めIUshu UlIiversi砂)

3P13 S7Fe MOSSBAUER SPECTROSCOPY of CUI者FexGe<λ

T生uvaOKADA，JinNAKAMURA， Yoshio KOBAYASm， T;必.eshiSUGAWARA， Fumitoshi AMBE 

(The lnstitute of Physical and ChemにalReseαrch(RIKEN)) 

Hideaki KITAZA WA (Mωional Research lnstitute for Metals) 

3P14 CORRELATION B町 WEEN HUGE HYPERFINE MAGNETIC FIELD AND QUADRUPOLE 
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SPLmING AT JAHN-TELLERNi'" ION IN CUl_x61NixCrzU4 

Jin NAKAMURA， T，由lyaOKADA， Yoshio KOBAYASHI， Fumitoshi AMBE (The Institute of 

Physical andChemical Research(RIKEN) ) 

Y(J陪lhihikoNORO (Hitachi M.S.R & D ) 

祖伝記官E位AWA(NaJio悶~l Res. Inst. for Metals ) 

3P15 DEVELOPMENT FOR 36Cl MEASUREMENT US別 GTANDEMACC日正iRATORAT UNI¥宿RS訂Y

OFTSUKUBA 

Norihiko MIYAZAKl， Riki SEKI， Taka'戸水iBABA， Nina FUNAYA， Tsutomu TAKAHASHI， T釘ushi

KAIKURA， Yasuo NAGASHlMA， R戸lIchilKEDA (AMS Group of Universiの10fTsukuba)
3P16 OXIDATION OF MOLECULAR TRITIUM BY MICROBIAL IN THE ENVIRONMENTAL SOIL 

SYSTEM 

盟企kiKA即 UC回， Noriyu制 MOMOSHIMA，Y onezo MAEDA ( F.倒 lty of Scienα， Kyushu 

University ) 

Tomio OKAI ( Facul.砂 ofEngineering， Kyushu University) 

Shinji SUGIHARA， Susumu OSAKI ( Radioisoω'Pe Center，均四加 University) 

3P17 THE EFFECT OF SOIL REDOX CONDITIONS ON THE B日IAVIOUR OF TECHNEfIUM 

ECei.koTAGAM1， Shigoo UαIIDA (Environmental ClId T，侃 icologicalS ci倒閣 Research.Group， National 

Institute of Radiological Sciences) 

3P18 Pu-239，24u INVENTORY IN DEEP-SEA SEDI~伍NT

M()lli!mmadAzizul HAQUE， T北ashiNAKANISHI (FaculりIof Science， Kanazawa Universi砂)

3P19 ESTIMATION OF FOREST SOIL LOSS AND TRANSPORT USING Cs-137 AND Be-7 

Yasunori HAMAJIMA (Facultyof Science， KanazawaUniversity) 

α孟satoTA臨 NAKA，Yuic1並 ONDA(Sc加olof AgriculturalScience， Nagoya University) 

附 noruFURUTA， Yoshihisa KA乱flYA伺ichiUniversiりIof Education) 

τosl凶，rouNONODA (Mie PrefecturalForestryResearchCenter) 

3P20 NATURAL RADIOACTIVE DISTRIBUTION IN SEVERAL ROCKS MEASURED WITH AN 

lMAGING ANALYZER 

τakaYt組KOB町 ASHI(College of Humanities and Sciences， Nihon Univ. ) 

Kimiko HORIUCHI (Dept. of Environmental [.ぜbnnctionScienas.， School of S似 d Infonnation 

Studies，O飴umaWomens Univ.】

K位 :utoyoENDO (Showa College of Pharmaceutical Sciences) 

3P21 DISTRIBUTION OF叩Sr，137Cs AND 239Pu IN RIVER WATER OF JAPAN 

YukoSA汀0，Yukihiro NISHIMURA， Yoshinori K汀ADA，T田 1TOTANI， Nobulllko HASEGAWA， 

Hirm必 HARAKAWA，Nω，hisa FURUSATO， Kan KIMURA (College of Science and Engineering， 

AoヲαmaGakuin University】

3P22 DEfERM町ATION OF RADON 町 GROUNDWATERUS別 G A WATER SOLUBLE 

SIC町TILLATIONCOCKTAIL 

Atsushi OHNO，回roeYOS回OKA，Masato Y ANAGA， Kunihiko HAS田 AWA(Ra:liochemis句

Research Laboratroy，Shizuoka Universi~抑

3P23 FUNDAMENTAL PROPER百ES OF SMALL ELECTROLYTIC CELL FOR TRITfi爪4

EN悶CHMENTAND APPLICATIONS TO TRITIUM MEASUREMENT IN ENVIRONお伍NT

針。iiroKIMURA， Shi凶clriSA:百IO，Miho A:KITA， Yoko UEDA (Oscka Univ倒的 ofPharmaeutical 

Sciences) 

3P24 MODEL STUDY OF EFFECT OF ACID RAIN ON TRACE ELEMENT ADSORPTION ON SOIL BY 

THE MULTITRACER TECHNIQUE 

Haifang WANG， Shizuko AMBE， Noburu TAKEMATSU， Fumitoshi AMBE (The lnstitute of Physical 
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andChemical Researclz(RIKEN) ) 

3P25 町STRUMENTAL， NEUTRON ACTIVATION ANALYSIS AND NEUTRON到DUCED

PROMPT GAMMA-RAY ANALYSIS OF DEEP-SEA PELAGIC BEDDEDCHERT SAMPLES 

EZ四ーichiKUBO，Moto卯 kiMATSUO (Grad，叩 tAclzool0/ Arts andSciences; Tlze Universiりlo/Toか0)

Y也ioISOZAKI (Faculか0/Science， To勾olnstitute 0/ Teclznology) 
Chushiro YONEZA WA， Hideaki MATSUE (Japan Atomic Energy Reserchlnゴtitute) 

回royukiSAWAHATA (Reserclz Center /or Nuclear Sdence and Teclznology， The University ofTokyo) 

3P26 DEfECTION OF COUρID PARTICLES AND MEASUREMENT OF汀SGROWTH PROSESS BY 

LASER INDUCED PHOTOACOUSTIC SPECTROSCOPY 

saiko NAITO， Tsutomu SEKINE，阻roshiKUDO (GraduateSclzool of Science， Tolzo知 Universiの)

3P27 REGIOSELECTIVE HYDROGEN ISOTOPE EXCHANGE REACTION IN BENZOIC ACID II 

回d回kiHASEGAWA，Kunio OOHASHI (Faculり10/PlzarmaceuticalSciences， Clziba University) 

HirokoSE阻 (ClzemicalAna加 sCenter， Clziba Universi砂)

3P28 PRELIM町ARYANALYSIS ON RADIATION EFFECT FOR CRYSTALLIZATION OF SOLUBIIlTY 

LIMIT町 GSOLID PHASE 

Hideki KODAIRA， Atsushi NEYAMA (Computer Software Development Co.， Ltd.) 

附ikazuYUI， Hitoshi MAKINO (?ower Reacωr andNuclearFuel Development Corporation) 

回deoK汀AO，日irokazuTAT医 AW A， Shin-ichi KATAOKA (Mitsubislzi Heavy lndustries， Ltd. ) 

3P29 STRUCTURES OF NITRIDOTECI町EfIUMCOMPLEXES WπH AMINE OXIME LIGANDS 

Yuko KANI， Tsutomu TAKAYAMA， Tsutomu SEK町 E，Hiroshi KUDO (G.化功cteSchool 0/ Science， 

Tohoku University) 

3P30 HYDROLYSIS REACTION OF 目立A阻Sσ皿OUREA)斑IENIUM(I町ION

Masahiko YUASA， Hideo SUGANUMA， Takashi OMO悶 (Faculり10/Science， Shizuoka University) 

3P31 STUDY OF Eu FULLERENES BY RADIOCHEMICALお1EfHOD

T'akashi Y AMAUCHI， Masaaki ENDOU， K回出ikoAKIYAMA. Keisuke SUEKI， KouiぬiKIKUCHI， 

Hirornichi NAKAHARA ( Facul砂0/Science， To勾oMetropolitan Universi砂)

Takesi AKASAKA (Gradl開館Sclzω1of Scien沼eω'1(1Technology， Niigata Universi砂)

3P32 STUDY OF ENDOHEDRAL LANTHANOID FULLERENES 

kaz曲ikoAK町A島1A， Keisuke SUEKI， Kouichi KIKUCHI， Hiro岨ichiNAKAHARA (Facul.砂ofscience，

Tokyo Metropolitan University) 

TakesiAKASAKA (GraduateSchool of Scienceand Technology， Niigata University) 

3P33 PRODUCTION OF RADIOACTIV FULLERENES USING NUCLEAR REACTIONSσ11) 

K.eisuke SUEK1， Kouichi KIKUCHI (Faculty 0/ Science， Tokyり Meか'opolitanUniv.) 

Tsutomu OHTSUKI， K呂田yoshiMASUMOTO ( Laborωοηり>/NuclearScience， Tohoku Univ. ) 

Sato北iMITSUGASHIRA (Researchof Material Science， Tohoku Univ. ) 

Yuichiro NAGAMEυ'apan Atomic Energy Research lnstitute ) 

3P34 MULTITRACER STUDY ON EXTRACTION OF NOBLE MEfALS WITH N，N-DIALKYL 

ALIPHATIC AMIDES 

主笠yaITO. Yuko SAITO， Kan KIMURA (College of Scien四 andEngωeering， Aoyal1ia Gakuin 

Universi砂)

Hirolazu NARIT A ( F aculか0/Science， lbaraki Universi砂)

Tsuyoshi YAITA. Syo凶chiTACHIMORI (JaJ沼nAωmicEnergy Research lnstitute (JAERI)) 

Shiz嘘oAMBE. Fumitoshi Al¥佃E(The lnstitute of Phy昨 aland Chemical Research( RIKEN) ) 

3P35 MUL1llRA(豆RSYUDYα可円弧凪JrnCFRAREE組閣:EI.R狂NfS1HRα氾直 ASUPPCR1ID I..K::!UID 
M卦任乱制E

km血iroYASHIKI，Os組lUKATAY品 1A(Toho Universi恥 Thelnstitute 0/ Physical and Chemical 
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Research(RIKEN) ) 

Haruka MAEDA， Sh戸richiENOMOTO， T生uoOZAKI， Shizuko AMBE， Fumitoshi AMBE (The 

lnstitute of Physical and Chemical Research( RIKEN) ) 

3P36 SIMULTANEOUS ANALYSIS ON SOLID-LIQUID ADSORPTION BEHAVIOR OF VARIOUS 

ELEMENTS US岱lGRADIOACTIVE MULTITRACER (2) --NON-IONIC MACRO-REfICULAR 

COPOLYMER AND ACTIVATED CARBON FIBER 

sadaoSHIBATA.' Yutaka NODA (National lnstitute of Radiological Sciences ) 

Shizuko， AMBE， Masako IWAMOTO， H釘此aMAEDA， FumItoshi AMBE (The lnstitute of Physical and 

ChemicaIResearch(RIKEN) ) 
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